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今
年
の
ׯ
ࢧ
は
「
馬
」
と
い

う
こ
と
で
、「
馬
」
に
関
連
し

た
一
コ
マ
。
ׯ
ࢧ
に
ͪ
な
ん
で

「
馬
」
を
୳
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
武
田
流
流
鏑
馬
」
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。
馬
に
乗
っ
て
弓

を
Ҿ
き
、
五
穀
豊
穣
、
天
下
泰

平
、
万
ප
息
災
を
願
い
な
が
ら

的
を
射
る
と
い
う
神
事
そ
の
も

の
で
神
ൿ
的
で
す
。「
や
ぶ
さ

め
少
年
塾
」
の
受
ߨ
生
の
中
に

は
、
ྺ
࢙
が

き
で
「
武
田
流

流
鏑
馬
」
の
文
化
に
興
味
が
で

て
受
ߨ
を
決
め
た
と
い
う
ঁ
の

子
も
い
ま
し
た
。
ͪ
ょ
っ
と
し

た
き
っ
か
け
で
、
文
化
に
た
ど

り
着
く
っ
て
わ
く
わ
く
し
ま
せ

ん
か
ʁ　

こ
う
い
う
き
っ
か
け

が
文
化
継
ঝ
に
つ
な
が
る
と
い

い
で
す
Ͷ
。

2014年 1月号

eyeT は、ボランティアやＮＰＯ活動を、ʠつな͗～ҭて～ݟकるʡ
。（eyeT）で੍作していきますࢹ

$POUFOUT

ಛू

表
紙
写
真
の
紹
介
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　　　　 2014年のスタートにあたって

ଓྗͳΓܧ
�「特定非営ར活動法人　̣̥̤くまもと」

දཧ事　ݹ 賀 ྙ 　　　　࢚

　市民活動にؔ৺をお持ちの熊本市民のօさま、あけましておめでとうございます。
　「継ଓはྗなり」という言༿は、ごଘ͡の方も多いことと思います。
　広ౡ出身のૐཿ、ॅ岡ߊがそのஶ、h 、いとはڧったものですが、൴はこう言っています。「ਅにʱでࢻ୰のࢌ
一ಓを生きൈくことである。ੑ֨のऑさ൵しΉなかれ。ੑ֨のڧさ必ずしもތるにらず。念願は人֨を決定す。
ʰ継ଓはྗなり 。ɦਅのڧさはਖ਼しい念願を؏くにある。」
　फڭ家の言༿を、私たち市民活動にؔわる人間の言༿にஔきえてみましょう。「ਖ਼しい念願」とは市民活動が
໐ڞ・であり、「一ಓを生きൈく」ためにはઐैスタοϑと会員（支ԉ者「（໋社会త）ϛογϣン」って立つڌ
者）のҧいはあっても、市民活動を生きൈく「֮ޛ」と「」がٻめられます。そして、そのことは「社会を変
えたい。」という私たちの願いの実現のためには、「継ଓ」すなわち持ଓ可な組織を࡞り上げるということに他な
りません。
　特定非営ར活動ଅਐ法が施行されて15年を迎えた現在を౿まえ、今߸は「活動を継承する」という特集を組ん
でみました。15年は、人間にྫえれば「元」です。ࢠどもが大人と成長するためには何が必要でしょうか。
そのえは、「֮ޛ」と「」ではないかと考えるのですが、いかがでしょうか。2014年も、どうぞよろしく
お願いいたします。

★2014年前半のあいぽーとの事業スケジュール★
　あいぽーとは「NPOなど市民活動団体や市民の活動支ԉ」「ใ発৴」「くまもと・わくわくۚج運営」の̏つのபで事ۀを行って
います。2014年も市民公益活動がさらに活発となるよう、様々な事ۀを行っていきたいと考えています。

１月 ２月 ̏月 ̐月 ̑月 ̒月
市 民 活 動
団体・市民
支ԉ

࠲ߨ・मݚ NPO法人ؔ࿈セϛφー ˔事業報ࠂॻ
　ηϛφー1/30

˔設立
　ηϛφー�2/25

˔設立ηϛφー
˔;たηϛφー

˔設立ηϛφー
˔会ܭηϛφー

ϘϥンςΟアϚονンά%":（毎月1日） ˔4/1 ˔5/1 ˔6/1

市民公益セϛφー ˔人ࡐ育成
　ηϛφー� 2/6

˔人ࡐ育成
　ηϛφー

相ஊ NPO設立・運営相ஊ
NPO࿑相ஊ（ୈ１ୈ̏Ր༵） ˔� ˔ ˔� ˔ ˔� ˔ ˔� ˔ ˔� ˔ ˔� ˔

NPO੫相ஊ（ୈ１ୈ༵̏） ˔� ˔ ˔� ˔ ˔� ˔ ˔� ˔ ˔� ˔ ˔� ˔

ผϘϥンςΟア相ஊݸ
ใ発৴ ϗーϜϖーδのߋ新

あいぽーと௨৴の発行（毎月１回） ˔� ˔� ˔� ˔� ˔� ˔�

ϝールϚΨδンの発行・発৴
ϘϥンςΟアใの発行・発৴
ใࢽ eyes の発行（年２回） ˔1/10（金）

わ く わ く
ج ۚ 運 営

相ஊ にؔする相ஊۚج
にؔする相ஊ会・わくわく%By（毎月�日）ۚج ˔1/10 ˔2/9 ˔3/9 ˔4/9 ˔5/9 ˔6/9

)2�年度çॿ成団体આ明会 ˔�

)25年度çॿ成事ۀ　事ۀใࠂˍަྲྀ会 ˔�

運営ۚج ॿ成団体ื集 募集締切
1/17

˔公開プレゼン
　3/25

運営ҕ員会 ˔3/25 ˔�

ਵ࣌ड

ਵ࣌ड

ਵߋ࣌৽

ਵߦൃ࣌

ਵߦൃ࣌

ਵ࣌ड
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
続
け
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト

　

役
割
を
共
有
し
よ
う

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
職
員
・

役
員
等
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
人
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
関
わ
る
人
の
意
向

や
ヤ
ル
気
が
組
織
の
活
動
内
容
と
重
な
っ
た
時
に
「
参

加
」
と
い
う
形
を
と
り
ま
す
が
、
関
わ
る
人
の
意
向
と

組
織
の
方
針
が
ず
れ
る
と
、
決
定
を
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
組
織
に
よ
っ
て
関
わ
る
人
の
自
由
度
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
同
じ
役
職
名
で
も
、
そ
の
権
限
を
組
織

ご
と
に
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
関
係
者
で
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
の
範
囲
を
共
有
す
る
こ
と
が
円
滑
な
組
織

運
営
に
繋
が
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

と
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
時
に
目
指
す
も
の
が
違

い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
と
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
社
会
参
加
し

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
場
で
あ
り
、
気
づ
き
や

学
び
の
た
め
の
成
長
の
場
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

　

一
方
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
職

員
と
は
異
な
る
視
点
・
役
割
が
増
え
、
活
動
へ
の
理
解

を
地
域
に
つ
な
げ
る
こ
と
の
で
き
る
存
在
で
す
。
ま
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
市
民
性
を
担
保
で
き
、
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
透

明
性
を
確
保
で
き
る
機
能
も
果
た
し
ま
す
。

　

そ
の
捉
え
方
・
視
点
の
違
い
を
活
か
す
た
め
に
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
持
っ
て
い
る
「
や
り
た
い
こ
と
」
と

「
で
き
る
こ
と
」
を
つ
か
み
、
そ
の
思
い
と
能
力
を
活

か
す
魅
力
的
な
活
動
内
容
を
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

組
織
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
よ
う

　

活
動
継
続
に
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
必
要
で
す
。
そ
し

て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
特
に
重
要
な
も
の
は
「
ひ
と
」

「
も
の
」「
か
ね
」「
情
報
」
の
４
つ
で
す
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
聞
く
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
は
離
れ
た
印
象

を
持
つ
人
も
多
く
、
企
業
で
必
要
な
ス
キ
ル
と
思
わ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
来
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
味
合
い
は
「
高
い
目
標
を
目
指
し

組
織
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。

　

管
理
す
る
こ
と
は
発
展
の
一
つ
の
手
段
で
す
が
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
“
管
理
”
と
い
う
意
味
合
い
の
他
に

も
、
評
価
・
分
析
・
選
択
・
改
善
・
回
避
・
統
合
・
計

画
・
調
整
・
指
揮
・
統
制
・
組
織
化
な
ど
様
々
な
要
素

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
印
象
が
少
し
変
わ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ん
が
活
動
し
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
形
態
・
仲
間
・
資
金
源
が

あ
り
、
そ
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
、
活
動
を
持

続
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。
皆
さ
ん

の
中
に
も
課
題
が
山
積
み
と
い
う
方
も
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
活
動
の
持
続
・
継
承
の
た
め
に
必

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

ϘϥンςΟアが
やりたいこと

ϘϥンςΟア
ができること

社会が
もとめている
こと

ಈ׆

ϘϥϯςΟΞͱ/10ͷؔ

特集１
活動継承
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ঢ়߲گ目 現ঢ়֬認

意
思
疎
通

ᶃཧ事会で目ඪと役割のڞ༗、ධՁがされているか 5・4・3・2・1

ᶄ職員の中で目ඪ・役割のڞ༗、;りかえりがされているか 5・4・3・2・1

ᶅཧ事会で決めたϛογϣン・ઓུが職員にਁಁしているか 5・4・3・2・1

ᶆ現のスタοϑのいや意見がཧ事会でଚॏされているか 5・4・3・2・1

ᶇスタοϑ間でใࠂ・࿈བྷ・相ஊが定着しているか 5・4・3・2・1

情
報
管
理

ᶈ決められたܭը・ルール・ࣔࢦにスタοϑがօैっているか 5・4・3・2・1

ᶉि、月୯Ґの予定がڞ༗されօが見௨しをもっているか 5・4・3・2・1

ᶊ会ٞや活動のهがつけられ、っているか 5・4・3・2・1

ᶋ文ॻなどがཧされ、ใのありかがす͙分かるか 5・4・3・2・1

ム
ー
ド

ᶌ職に、リϥοΫスできるۭ間やゆとりの時間があるか 5・4・3・2・1

ᶍݞのՙがॏす͗て೩えਚきそうなスタοϑがいないか 5・4・3・2・1

ᶎ言動やଶ度にҧײをもたれݽ立しがちな人がいるか 5・4・3・2・1

チ
ー
ム

ᶏスタοϑがࣔࢦ待ちではなく自らఏҊし取り組んでいるか 5・4・3・2・1

ᶐスタοϑ同࢜がޓいにँײしてॿけ合っているか 5・4・3・2・1

ᶑ職員をサϙートするϘϥンςΟアがいるか 5・4・3・2・1

人
材
育
成

ᶒ自৴がもてずνϟϨンδできないスタοϑがいないか 5・4・3・2・1

ᶓ意ཉ、اըྗ、スキルをもったリーμーが現にいるか 5・4・3・2・1

ᶔ࣍のリーμーީิ者が自ら成長しようとしているか 5・4・3・2・1

ᶕスタοϑにݚमや他からܹを受けるػ会があるか 5・4・3・2・1

ᶖスタοϑに対してँײ、ྭましのػ会があるか 5・4・3・2・1

̑よくできている　　　１できていない

Ｑ
．
組
織
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　
　

左
の
表
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

実
は
家
庭
の
中
で
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
家
庭
が
あ
り

ま
す
。
掃
除
・
洗
濯
の
や
り
方
等
の

ル
ー
ル
作
り
、
食
事
の
作
り
方
、
子
ど

も
の
躾
、
車
や
庭
の
維
持
、
家
計
の
管

理
、
夫
婦
の
会
話
、
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ｅ
ｔ
ｃ
…
。
全
て
が
家
庭

を
円
満
に
心
地
よ
く
暮
ら
す
た
め
に
必

要
な
こ
と
で
す
。
団
体
も
こ
れ
と
同
じ

こ
と
が
言
え
ま
す
。
ル
ー
ル
作
り
は
組

織
の
統
制
、
躾
は
人
材
育
成
、
家
計
の

管
理
は
資
金
調
達
、
会
話
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
団
体
で
言
う
と
こ
ろ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。

Q：全部クリアする
のは難しい・・・。

A：全部の項目を一度にク
リアできていなくても、
大丈夫！課題を見つける
意味でもチェックしてみ
てください。
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評
価
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

力
強
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
で
き
て
社
会
に
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
に
は
、
組
織
が
で
き
た
か
ら
大
丈

夫
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
現
状
に
合
わ
せ
て
変
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
変
化
す
る
に
は
、
現
状
を
知
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

現
状
把
握
に
は

　
　
　

活
動
の
振
り
返
り
が
最
適

　

し
か
し
、
実
際
に
評
価
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の

理
由
と
し
て
は
、
と
に
か
く
毎
日
忙
し
く
て
取
り
組

む
余
裕
が
な
い
。
評
価
と
い
う
と
複
雑
で
、
言
葉
の

理
解
も
よ
く
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

代
表
や
リ
ー
ダ
ー
は
評
価
し
な
く
て
も
自
分
の
組

織
は
分
っ
て
い
る
と
い
う
方
や
、「
評
価
す
る
」
こ

と
が
組
織
や
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
批
判
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
な
ど
の
不
安
も
窓
口
で
聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
評
価
」
を
行
う
方
法
に
着

目
し
、
こ
れ
か
ら
評
価
に
取
り
組
む
方
へ
の
導
入
に

な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　　

ポ
イ
ン
ト
は
、「
い
つ
」「
誰
が
」

　
「
何
に
つ
い
て
」「
ど
の
よ
う
に
」

　

評
価
す
る
か

　

①
「
い
つ
」
評
価
す
る
の
か

　

組
織
評
価
と
い
う
の
は
定
期
的
に
お
こ
な
っ
た
方

が
効
果
的
で
す
。
１
年
に
１
回
や
２
年
に
１
回
な
ど
、

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

評
価
す
る
内
容
に
よ
っ
て
タ
イ
ミ
ン
グ
を
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

　

②
「
誰
が
」
評
価
す
る
の
か

　

職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
個
々
の
振
り

返
り
な
ら
ば
自
己
評
価
、
組
織
全
体
の
適
正
性
を
諮

る
場
合
は
外
部
評
価
機
関
に
依
頼
す
る
の
も
良
い
考

え
で
す
。

　

事
業
内
容
の
充
実
度
は
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

③
「
何
を
」
評
価
す
る
の
か

　

評
価
は
あ
る
一
部
の
機
関
だ
け
で
な
く
、
全
体
を

評
価
す
る
べ
き
で
す
。

・
透
明
性
や
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
る
か
。

・
一
般
市
民
の
参
加
は
あ
る
か
。

・
健
全
な
財
政
状
態
で
あ
る
か
。

・
人
事
評
価
は
適
正
か
。

・
職
員
へ
の
待
遇
や
労
働
環
境
が
適
正
か
。

・
組
織
の
理
念
に
沿
っ
た
運
営
や
決
定
が
さ
れ
て

い
る
か
。

数目ඪの
ないۀ

࣭のධՁ
ධՁ߲目の設定

スタοϑの
Ϟνϕーγϣン૿

ྔのධՁ
ద切数目ඪの

設定

数にදせる
ۀ

٬観ੑ
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な
ど
組
織
と
し
て
の
健
全
性
や
安
定
性
、
さ
ら
に

は
市
民
性
や
社
会
変
革
性
の
視
点
か
ら
評
価
し
ま
す
。

④
「
ど
の
よ
う
に
」
評
価
す
る
の
か

　

基
本
的
に
は
「
質
」
を
評
価
す
る
の
か
「
量
」
を

評
価
す
る
の
か
に
な
り
ま
す
。
通
常
、「
質
」
と

「
量
」は
切
り
離
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

適
切
な
数
値
目
標
の
設
定
に
よ
り
「
量
」
の
評
価

を
す
る
こ
と
で
、
客
観
的
な
評
価
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
業
務
に
お

い
て
も
、
適
切
な
評
価
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ

り
「
質
」
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
、
こ
れ

に
よ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
が

期
待
で
き
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
評
価
し
た
後
に
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
成
果
が
出
た
の
か
（
出
な
か
っ
た
の
か
）
を
皆

で
話
し
合
い
、
次
回
に
生
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

ຽੑࢢ
設１　ϘϥンテΟΞのԠ募ઌ、事༰がϗーϜϖーδ等にわかりやすく໌هされてい

ますか。
設̎　ϘϥンテΟΞに日ৗతにͶぎらいのをかけていますか。
設̏　دෟをडけऔった際、ྱޚ状を1िؒҎにૹしていますか。

ࣾձมֵੑ
設̐　औりΜでいるࣾ会՝と৫の໋（ϛοション）をઆ໌で͖ますか。
設５　ରのχーζやのഎݪ、ܠҼを৫として۩ମతにѲしていますか。
設６　Ϧーμーが৫の中心となり、人ࡐが有ޮにػ能するΑう֤෦ہをௐしていま

すか。

৫҆ఆੑ
設̓　事業報ࠂॻ、会ܭॻ、決ࢉॻなどのॻ類がえられ、事ॴでӾཡ可能になって

いますか。
設８　一般の人ʑがΞΫηスしやすい方๏で৫の報を開ࣔしていますか。
設̕　ಛఆのࢿ金ఏऀڙのࢿ金にա度にґଘしていまͤΜか。または、ґଘ度のҾ͖下

͛を図っていますか。
設ø÷　ࣾ会తなߦҝにΑってಘられたࢿ金やརӹ૬の可能性があるࢿ金ௐ達につい

て、෦でνェοΫػ能がಇいていますか。

ධՁͷج४
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NP 内容 :es NP

明֬な目త
ͮくり

1 自分たちのNPOの活動の目తを、分かりやすい一言でදすことができま
すかʁ

2 ϝンバー全員が目తをڞ༗していますかʁ

3 30年後のビδϣンをඳいていますかʁ

よりよい組
織ͮくり

4 スタοϑの役割がはっきりしていますかʁ

5 行動ྗのあるද者やスタοϑがいますかʁ

� 会ܭ୲当のスタοϑはいますかʁ

� 年間の活動ܭըを࡞成しており、そのための予ࢉの見ࠐみがありますかʁ

� ϝンバーが自༝に話し合えるงғ気がありますかʁ

� の時、ϝンバーの࿈བྷができていますかʁٸۓ

10 新しいϝンバーを集めるための努ྗをしていますかʁ

11 月１回ఔ度、スタοϑの会合やֶश会を開࠵していますかʁ

12 NPOの名শが൘などによってදࣔされた事所で、༣ศなどが受け取
れますかʁ

ັྗある事
くりͮۀ

13 事ۀの目తを、分かりやすい一言でදすことができますかʁ

14 事ۀのओࢫはҬのニーズに応えていますかʁ

15 事ۀを行うための予ࢉの見ࠐみがありますかʁ

1� 事ۀについて、֎部の支ԉ者・ཧ解者・相ஊできる人を10人Ҏ上あげるこ
とができますかʁ

1� 必要な時に手伝ってもらえるϘϥンςΟアが̑名Ҏ上いますかʁ

1� 事ۀऴྃ後、アンέートにより参加者のධՁを問うようにしていますかʁ

1� 参加者のアンέートなどを分ੳし、活༻していますかʁ

20 事ۀऴྃ後、スタοϑがল会をしていますかʁ

৴པされる
̣̥̤にな
る

21 活動を分かりやいύンϑϨοトや会ใ、ϗーϜϖーδで̧̥していますかʁ

22 過ڈの活動のهは文ॻやࣸਅ、ө૾でしていますかʁ

23 ̞̩をޮՌతに活༻し、ϗーϜϖーδは࠷年１回ߋ新していますかʁ

24 ΫϨーϜやトϥϒルなどを、自分たちの̣̥̤活動の問題としてとらえ、
すばやく組織తに対応していますかʁ

25 ̣̥̤法人は、事ۀใࠂॻ、࢈ࡒ目、ିआ対রද、活動ࢉܭॻ、役員名
、社員名などを期日までにఏ出し、公開していますかʁ

৴པ͞ΕΔ̣̥̤　͘·ͱ��　νΣοΫγʔτ
コϐーして༻してください。

　「৴པされるNPO　くまもと25　νΣοΫγート」は、市民の方たち開かれたNPOの組織ͮくりの
一ॿとして、特定非営ར活動法人NPOくまもとが2005年にࡦ定しました。長く活動を継ଓしていただく
ためにご活༻下さい。
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�）　

伝
統
文
化
の
継
承

　

昭
和
3�
年
に
、
竹
原
正
文
4�
代
師
範
が
流
儀
の
技
術

保
持
者
と
し
て
「
熊
本
県
重
要
無
形
文
化
財
」
の
指
定

を
受
け
、
昭
和
4�
年
没
後
は
、
竹
原
陽
次
郎
4�
代
師
範

が
そ
の
保
存
会
設
立
に
尽
力
し
、
昭
和
50
年
に
は
、
団

体
と
し
て
文
化
財
の
再
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
平
成
1�

年
か
ら
「
や
ぶ
さ
め
少
年
塾
」
を
開
塾
し
て
若
手
後
継

者
の
育
成
を
目
指
し
、
平
成
21
年
10
月
に
は
「
武
田
流

流
鏑
馬
保
存
会
」
が
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
証
を

受
け
、
新
た
な
発
展
に
向
け
て
精
進
し
て
い
ま
す
。

�）　

活
動
状
況

　

毎
年
、
細
川
家
ゆ
か
り
の
出
水
神
社
で
春
（
４
月
20

日
頃
）、
秋
（
10
月
1�
日
）
の
例
大
祭
に
奉
納
し
、
５

月
初
旬
人
吉
市
の
お
城
ま
つ
り
、
10
月
初
旬
熊
本
城
二

の
丸
広
場
で
の
お
城
ま
つ
り
、
11
月
中
旬
八
代
妙
見
祭
、

３
月
下
旬
古
武
道
演
武
大
会
、
弓
道
の
先
師
祭
等
に
お

い
て
も
伝
統
の
演
技
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
月
例
会
で

は
、
乗
馬
ク
ラ
ブ
で
馬
術
と
騎
射
を
、
幽
玄
館
道
場
で

弓
道
と
流
鏑
馬
の
射
技
と
作
法
を
木
馬
に
よ
っ
て
稽
古

し
、
伝
書
や
古
文
書
の
研
究
等
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

�）　

由
来

　

弓
の
道
に
は
、
普
通
の
歩
射
と
馬
上
で
弓
を
射
る
騎

射
と
が
あ
り
ま
す
。

　

騎
射
の
中
に
は
「
三
つ
物
」
と
呼
ば
れ
る
戦
勝
祈
願

と
し
て
懸
け
た
笠
を
射
る
笠
懸
、
犬
を
放
っ
て
射
る
犬

追
物
、「
天
下
泰
平
・
万
民
息
災
・
五
穀
豊
穣
」
を
祈

願
し
て
三
つ
の
的
を
射
る
流
鏑
馬
の
他
に
、
騎
射
挟
物
、

草
鹿
等
が
あ
り
ま
す
。
流
鏑
馬
は
、
騎
射
の
代
表
で
あ

り
、
平
安
時
代
に
は
朝
廷
の
儀
式
と
し
て
、
武
家
時
代

に
は
武
技
の
修
練
と
し
て
盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
日
、
騎
射
の
中
で
も
流
鏑
馬
は
、
豊
作
祈
願
の
祭

礼
と
し
て
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
が
、
時
の
流
れ
と
共

に
本
来
の
形
を
失
っ
た
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
武
道

と
し
て
の
流
鏑
馬
は
、
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
武
田
流

（
細
川
家
）
と
小
笠
原
流
（
徳
川
家
）
に
よ
っ
て
、
そ

の
正
伝
が
護
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

�）　

系
譜

　

武
田
流
は
、
今
か
ら
約
1
1
0
0
年
位
前
の
9
0
0

年
頃
、
清
和
天
皇
の
皇
子
か
ら
源
家
七
代
に
伝
わ
っ
た

後
、
武
田
・
小
笠
原
の
両
流
に
分
か
れ
、
若
狭
武
田
家

最
後
の
信
直
か
ら
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
細
川
藤
孝
（
幽

斉
）
が
受
け
、
家
臣
の
竹
原
惟
成
が
武
田
流
を
直
伝
さ

れ
、
細
川
忠
興
か
ら
忠
利
が
1
6
3
2
年
肥
後
に
入
国

後
は
、
政
務
多
忙
等
で
竹
原
家
が
宗
家
師
範
と
し
て
そ

の
一
切
を
受
け
継
ぎ
、
細
川
重
賢
の
藩
学
・
時
習
館
で

は
、
武
田
流
の
流
鏑
馬
は
二
条
流
和
歌
式
や
細
川
流
礼

法
と
共
に
必
修
科
目
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
現
在

で
は
、
そ
の
保
存
会
（
竹
原
陽
次
郎
理
事
長
・
宗
家
師

範
以
下
2�
名
）
が
正
し
い
流
儀
の
保
存
の
た
め
に
精
進

し
て
い
ま
す
。

�）　

流
儀

　

疾
走
す
る
馬
上
で
手
綱
を
放
し
、
瞬
時
に
的
を
射
る

流
鏑
馬
は
、
古
式
ゆ
か
し
く
勇
壮
に
見
え
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
人
馬
一
体
と
な
っ
て
の
演
技
は
、
長
年
に
わ

た
り
心
技
体
の
鍛
錬
を
積
ん
だ
射
手
に
も
至
難
の
技
で

思
わ
ぬ
事
故
が
伴
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

［
天
長
地
久
式
］

　

一
番
の
射
手
（
貫
頭
）

が
「
世
の
平
和
と
人
馬
の

健
康
そ
し
て
豊
か
な
実
り
」

を
祈
願
す
る
た
め
、
口
伝

の
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
天

空
と
大
地
に
向
か
っ
て
鏑

矢
を
射
る
し
ぐ
さ
を
す
る

武
田
流
の
厳
粛
か
つ
神
聖

で
最
も
重
要
な
儀
式
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
騎
射

を
始
め
る
前
に
神
前
で
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

［
流
鏑
馬
式
］

　

木
馬
で
の
基
礎
練
習
や
生
馬
に
乗
っ
て
の
騎
射
に
は
、

天
長
地
久
式
で
神
前
に
供
え
た
鏑
矢
と
は
違
う
神
頭
矢

を
使
い
ま
す
。
木
馬
の
一
回
転
で
矢
を
一
本
射
ま
す
が
、

そ
の
時
間
は
、
馬
が
実
際
に
的
と
的
の
間
を
駆
け
る
速

さ
と
大
体
同
じ
で
す
。
こ
の
木
馬
稽
古
は
、
流
鏑
馬
の

基
本
の
作
法
と
騎
射
で
最
も
難
し
い
矢
抜
き
・
矢
番
え

の
練
習
や
和
鞍
の
乗
り
方
を
体
得
す
る
の
に
は
絶
対
に

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
流
鏑
馬
式
で
は
、
三
カ
所
に
的
を
置

き
、
約
30
間
（
50
m
位
）
の
間
隔
で
す
が
、
馬
は
約

2
0
0
m
の
直
線
馬
場
を
20
数
秒
で
駆
け
、
手
綱
を

放
し
て
射
る
の
で
相
当
の
熟
練
と
胆
力
が
要
求
さ
れ
ま

す
。
的
中
だ
け
で
な
く
、
射
手
の
手
綱
捌
き
、
鬼
面
払

い
、
乗
馬
と
下
馬
の
作
法
や
、
諸
役
（
介
添
・
口
取

り
・
幣
振
り
・
矢
取
り
・
太
鼓
役
・
馬
場
役
・
日
記
役

等
）
の
体
配
と
幣
の
振
り
方
、
装
束
・
重
藤
弓
と
神
頭

矢
・
手
袋
・
網
代
笠
の
鬼
面
・
和
馬
具
一
式
・
五
色
的

と
花
等
に
も
御
注
目
下
さ
い
。

○
連
絡
先
：

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
武
田
流
流
鏑
馬
保
存
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特集２
市民協働

̍ɽࢢຽͷײڞͱࢀՃΛجຊͱ͢Δͮ͘ۀࣄΓͷྗΛ
Λଅਐ͢Δ͜ͱ࣏ຽࣗࢢɺͦΕΛ௨ͯ͡ຊͷͪ࣋

　̣̥̤と行の協働とは、事ۀのਐめ方において、市民のײڞ
をרきىこし参加をืる、そのような「市民参加ܕ」「市民自࣏
̣、を௨͡てۀをできることです。こういった事ۀの事「ܕ
̥̤が市民のओ体ੑをҭみ発شするとなり、「市民が自࣏する
社会」に変えてゆくことができます。これこそが̣̥̤ならでは
のՁであり、行との協働をਐめるࡍも、それをج本にਾえる
ことが大前ఏです。

̎ɽϛογϣϯͱڠಇۀࣄͷ߹ੑΛ͑ߟɺۀࣄΛల
։͢Δ͜ͱ

　̣̥̤はۀاとҧい、市民が参加し、受益者のࢹに立って
事ۀを生み出すことがॏ要です。そのような̣̥̤が、自らの活
動目తと合わない事ۀを行から引き受けることによって、本དྷ
行うき事ۀがおろそかにならないようにする必要があります。
̣̥̤にٻめられることは、自らの活動目తにԊった事ۀをద切
に行うことであり、ສ一、その目తにԊわない合には、目తや
社会త意ٛを支持している人々の৴པをࣦう可ੑがあります。

̏ɽߦʹґଘͤずɺਫ਼ਆతʹಠཱͯ͠いΔ͜ͱ

　̣̥̤はҬ・社会の実をཧ解し、市民の立で行動すき
組織です。ීஈから行の意向にかかわらず、必要とされる事ۀ
にはಠ自で取り組Ήとともに、行にࡦをఏ言していく必要
があります。大事なのは、ਫ਼ਆతにಠ立し、組織తに自立してい
ることです。それを実現するためには、ཧ事のߏ成、組織తに
もಠ立ੑをอち、ࡒతにも行との協働事ۀにґଘせず、ߴい
ઐੑを持つことがॏ要です。

̐ɽ૬ޓͷγεςϜͷҧいΛཧղͭͭ͠ɺղܾͷޱࢳ
Λݟग़ͯ͠い࢟͘Λͯͬ࣋ྗ͢Δ͜ͱ

　社会環境やニーズの変Խに対して、̣̥̤は前ྫや慣शにとら
われることなく、対応がൺֱతॊೈです。̣̥̤と行では、意
思決定のϓϩセスや慣शなど、あらゆるでγスςϜ（しくみ）
や文Խがҟなるために、協働事ۀを行するうえで、方の取り
組み方にズϨが生͡る合があります。そのࡍ、̣̥̤は行と
のҧいを認ࣝし、ཧ解するとともに、行のあり方についても変

口を見出していく姿を持ち、受益者・市民ࢳめ、解決のٻをߋ
にとってよりよい成Ռが得られるよう努ྗすることが大切です。

̑ɽ̣̥̤ͳΒͰͷؔ༩ʹΑͬͯڠಇۀࣄͷ࣭Λ
্Ͱ͖ΔΑ͏ͳઐੑɾಛੑΛͭ͜ͱ

　̣̥̤は民間団体として特定ςーϚのスϖγϟリストとしての
ઐੑをもち得ます。また、行はॅ民（実ࡍ上はٞ会）全体の
過数のࢍ成がなければ動き出せないのに対し、̣̥̤は自らの
気ͮきとでઌۦత・開తに課題解決に取り組めます。この
ように̣̥̤には「新たな公ڞ」のओ体として、行のݶքを超
える潜在తなྗを持っているといえます。さらに、̣̥̤は市民
参ըのओ体であり、市民の自࣏ྗをߴめ、民ओతな社会を実現
する֩となりうるで、ۀاにはない特ੑを持っています。した
がって、よりߴいϨϕルの公ڞ活動を実現するよう努めることが
必要です。

̒ɽϧʔϧͷҧいΛΓӽ͑ΔͨΊͷྗΛඋ͓͑ͯ
͘͜ͱ

　協働で事ۀをਐめていくためには、࠷ݶのۀ行ྗがٻ
められます。また、行は法に定められたルールなどにैって
事ۀを行うものであり、行との協働事ۀに取り組Ή合には、
̣̥̤もそのルールにैわなければなりません。したがって̣̥
̤と行が協働事ۀを実施する合においては、おޓいのルール
のҧいをॆ分にཧ解した上で、̣̥̤としても事ۀਐ行のཧ
ྗや事ྗ・ௐྗなどをඋえておくことが必要です。

̓ɽڠಇͨ݁͠Ռɺࢢຽͷڞ༗࢈ࡒͱͯ͠ۃੵ͘
తʹΒͤͯい͘͜ͱ

　̣̥̤の活動は、多くの人たちやҬにとってϓϥスにならな
ければなりません。それނに行と協働することが必要になるこ
ともあります。協働する事ۀが、ҕୗۚ・ิॿۚ・分୲ۚいず
れのܗଶによる事ۀであろうと、協働する目త・経Ң・内容・ϓ
ϩセス・経අの్々のใを公開しなければならないのは言
うまでもありません。また、他の̣̥̤がわって行う合も、
他のҬで行う合も、実践してきたことをڞ༗Խすることによ
り、私たちの社会が発లしていくことにつながる考えや、協働し
た成Ռは、成ޭ・ࣦഊもؚめて市民みんなの࢈ࡒとしていくこと
が必要です。

̔ɽܖʹあͨͬͯɺ対ͳཱ場Ͱަব͢ΔྗΛ͚ͭ
Δ͜ͱ

　̣̥̤と行が協働で事ۀを行うに当たっては、対な立で
ަবしなければなりません。そのަবྗを支えるものが、ਫ਼ਆత
なಠ立ੑやઐੑ・市民ੑなどで、これまでにܝげた条件です。
さらに、おޓいのݖརやのൣғ、成Ռのؼଐやར༻方法な
ど、ॏ要な事߲についてܖ約ॻで明֬に定めるきであり、そ
れには、ҕୗ・ෛ・ࢦ定ཧにؔする民法・方自࣏法・੫
法ٴͼ実施する事ۀにؔ࿈する֤छの法知ࣝも必要です。また、
着手後も、事ۀを行する上での前ఏ条件が変わるでܭը変ߋ
や目ඪの変ߋをഭられることがあります。こういう合もద時に
ద切な対応ができるよう、அྗやަবྗが必要となります。

次世代へ継承する市民協働
（8つのポイントとメリット）
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協働のメリット
	�
 ͷϝϦοτߦ
ᶃ̣̥̤のॊೈੑやਝੑ、ઐੑなどの̣̥̤の特ੑを行施ࡦにөすることができます。法や予ࢉにͮجいて公
ฏ・ฏなサービス（ۉ一తなサービス）を行うことをج本とする行においては対応が難しいと考えられる今日తな
ニーズに対応し、よりར༻者のニーズにԊった公ڞサービスをਝにఏڙすることが可になるものと考えられます。
ᶄ̣̥̤と行が協働することで、おޓいに役割分୲をしていくことになれば、これまでڝ合していた事ۀを見すこと
につながります。これまで、公益తな活動は行がಠతに行うものとの認ࣝがࠜڧい中で、行がං大Խする向が
見られました。しかし、̣̥̤が実施できる部分を̣̥̤にせることをݕ౼する中で、行のػの७Խやサービス
のޮԽ、࣭త向上といった行の自ݾվֵがਐΉものと考えられます。
ᶅ̣̥̤はҬにີ着し、より市民の側に立って活動しており、その活動を௨͡て多様な市民の意見を引き出すことがで
きます。市民と行のとなる̣̥̤と協働することで、市民の行の参加がより一ਐΉことが期待できます。

	�
 ̣̥̤ͷϝϦοτ
ᶃ自らの特ੑを活かしながら、組織がܝげる໋をよりޮՌతに実現することができるようになるとともに、活動のや
෯が広がります。
ᶄ行が持つใやௐࠪྗを活༻できます。
ᶅҕୗඅやॿ成ۚऩೖによりࡒج൫が安定します。
ᶆ̣̥̤の持つใや知ࣝを行に伝えることができます。
	�
 ຽͷϝϦοτࢢ
ᶃニーズにϚονしたきめࡉかでॊೈな公ڞサービスが受けられるようになります。
ᶄ行がより身ۙなものになります。
ᶅ̣̥̤の活動が活ੑԽすることで、新しいػ༺ޏ会の֦大も期待されます。

Ȁڠಇのྖ域の֓೦ਤ�ʳ
ʙࢢຽ͕公ӹ活動にऔりΉͨめのࢦよりʙ

７．協働した結果は、市民の共有財産として広く積極 

的に知らせていくこと 
 

ＮＰＯの活動は、多くの人たちや地域にとってプラスにな

らなければなりません。それ故に行政と協働することが必要

になることもあります。協働する事業が、委託金・補助金・

分担金等いずれの形態による事業であろうと、協働する目

的・経緯・内容・プロセス・経費の使途等々の情報を公開し

なければならないのはいうまでもありません。また、他のＮ

ＰＯが代わって行う場合も、他の地域で行う場合も、実践し

てきたことを共有化することにより、私たちの社会が発展し

ていくことにつながる考えや、協働した成果は、成功・失敗

も含めて市民みんなの財産としていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集 2 

次世代へ継承する市民協働 

（８つのポイントとメリット） 

原案の装飾でお願いします。 

１．市民の共感と参加を基本とする事業づくりの能 

力を持ち、それを通じて本当の市民自治を促進 

すること 
ＮＰＯと行政の協働とは、事業の進め方において、市民の

共感を巻き起こし参加を募る、そのような「市民参加型」「市

民自治型」の事業を創造できることです。こういった事業を

通じて、ＮＰＯが市民の主体性を育み発揮する場となり、「市

民が自治する社会」に変えてゆくことができます。これこそ

がＮＰＯならではの価値であり、行政との協働を進める際

も、それを基本に据えることが大前提です。 

２．ミッションと協働事業の整合性を考え、事業を展 

開すること 
ＮＰＯは企業等と違い、市民が参加し、受益者の視点に立

って事業を生み出すことが重要です。そのようなＮＰＯが、

自らの活動目的と合わない事業を行政から引き受けること

によって、本来行うべき事業がおろそかにならないようにす

る必要があります。ＮＰＯに求められることは、自らの活動

目的に沿った事業を適切に行うことであり、万一、その目的

に沿わない場合には、目的や社会的意義を支持している人々

の信頼を失う可能性があります。 

３．行政に依存せず、精神的に独立していること 
 

ＮＰＯは地域・社会の実情を理解し、市民の立場で行動す

べき組織です。普段から行政の意向にかかわらず、必要とさ

れる事業には独自で取り組むとともに、行政等に政策を提言

していく必要があります。大事なのは、精神的に独立し、組

織的に自律していることです。それを実現するためには、理

事の構成等、組織的にも独立性を保ち、財政的にも行政との

協働事業に依存せず、高い専門性を持つことが重要です。 

４．相互のシステムの違いを理解しつつ、解決の糸口 

を見出していく姿勢を持って努力すること 
 

社会環境やニーズの変化に対して、ＮＰＯが前例や慣習に

とらわれることなく、対応が比較的柔軟です。ＮＰＯと行政

では、意思決定のプロセスや慣習など、あらゆる点でシステ

ム（しくみ）や文化が異なるために、協働事業を遂行するう

えで、双方の取り組み方にズレが生じる場合があります。そ

の際、ＮＰＯは行政との違いを認識し、理解するとともに、

行政のあり方についても変更を求め、解決の糸口を見出して

いく姿勢を持ち、受益者・市民にとってよりよい成果が得ら

れるよう努力することが大切です。 

５．ＮＰＯならではの関与によって協働事業の質を向 

上できるような専門性・特性をもつこと 
 

ＮＰＯは民間団体として特定テーマのスペシャリストと

しての専門性をもち得ます。また、行政は住民（実際上は議

会）全体の過半数の賛成がなければ動き出せないのに対し、

ＮＰＯは自らの気づきと責任で先駆的・開拓的に課題解決に

取り組めます。このようにＮＰＯには「新たな公共」の主体

として、行政の限界を超える潜在的な力を持っているといえ

ます。さらに、ＮＰＯは市民参画の主体であり、市民の自治

能力を高め、民主的な社会を実現する核となりうる点で、企

業にはない特性を持っています。したがって、より高いレベ

ルの公共活動を実現するよう努めることが必要です。 

６．ルールの違いを乗り越えるための能力を備えてお 

くこと 
 

協働で事業を進めていくためには、最低限の業務遂行能力

が求められます。また、行政は法律に定められたルールなど

に従って事業を行うものであり、行政との協働事業に取り組

む場合には、ＮＰＯもそのルールに従わなければなりませ

ん。したがってＮＰＯと行政が協働事業を実施する場合にお

いては、お互いのルールの違いを充分に理解したうえで、Ｎ

ＰＯとしても事業進行の管理能力や事務能力・調整能力など

を備えておくことが必要です。 

８．契約にあたって、対等な立場で交渉する力をつけ 

ること 
ＮＰＯと行政が協働で事業を行うに当たっては、対等な立

場で交渉しなければなりません。その交渉力を支えるもの

が、精神的な独立性や専門性・市民性などで、これまでに掲

げた条件です。さらに、お互いの権利や責任の範囲、成果物

の帰属や利用方法など、重要な事項について契約書等で明確

に定めるべきであり、それには、委託・請負・指定管理等に

関する民法・地方自治法・税法及び実施する事業に関連する

各種の法知識も必要です。また、着手後も、事業を遂行する

上での前提条件が変わる等で計画変更や目標の変更を迫ら

れることがあります。こういう場合も適時に適切な対応がで

きるよう、判断力や交渉力が必要となります。 

協働のメリット 

(1)行政のメリット 

①ＮＰＯの柔軟性や迅速性、専門性などのＮＰＯの特性を行政施策に反映することができます。法律や予算に基づい

て公平・平等なサービス（均一的なサービス）を行うことを基本とする行政においては対応が難しいと考えられる

今日的なニーズに対応し、より利用者のニーズに沿った公共サービスを迅速に提供することが可能になるものと考

えられます。 

②ＮＰＯと行政が協働することで、お互いに役割分担をしていくことになれば、これまで競合していた事業を見直す

ことにつながります。これまで、公益的な活動は行政が独占的に行うものとの認識が根強い中で、行政が肥大化す

る傾向が見られました。しかし、ＮＰＯが実施できる部分をＮＰＯに任せることを検討する中で、行政の機能の純

化やサービスの効率化、質的向上といった行政の自己改革が進むものと考えられます。 

③ＮＰＯは地域に密着し、より市民の側に立って活動しており、その活動を通じて多様な市民の意見を引き出すこと

ができます。市民と行政の接点となるＮＰＯと協働することで、市民の行政への参加がより一層進むことが期待で

きます。 

(2)ＮＰＯのメリット 

①自らの特性を活かしながら、組織が掲げる使命をより効果的に実現することができるようになるとともに、活動の

場や幅が広がります。 

②行政が持つ情報や調査力を活用できます。 

③委託費や助成金収入により財政基盤が安定します。 

④ＮＰＯの持つ情報や知識を行政に伝えることができます。 

(3)市民のメリット 

①ニーズにマッチしたきめ細かで柔軟な公共サービスが受けられるようになります。 

②行政がより身近なものになります。 

③ＮＰＯの活動が活性化することで、新しい雇用機会の拡大も期待されます。 

【 協働の領域の概念図 】 

市民が公益活動に取り組むための指針より～ 
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参勤交代　徒歩の旅のようす

地域公演　交流会のようす

NPO法人　紹介
活動を継ଓするために、他の団体はどんなをしているのだろう。活動
ྺの長い̣̥̤法人をϐοΫアοϓし、そのコπをڭえていただきました。
օさんの活動のώントを୳してみましょう。

ɹؔΘΓدΓఴいޠΛͭͳ͙� ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓɹ۽ຊࢠݝͲܶ場࿈བྷձɹɹ
� දཧࣄɹதౡɹٱඒࢠɹ
　熊本ࢠどもܶは1��2年に、熊本に生して40年Ҏ上のྺ࢙をੵみॏねてきました。今も、「ࢠどもの豊か
なੑとເをҭΉ」という目తで活動をల開しています。発当時からࢠどもの文Խの向上を目ࢦして、生の
ؑやキϟンϓなどࢠどもがओ体తにつくる活動を大切にしてきました。その中にたくさんのײ動があり、
さまざまなޠが生まれてきました。ࢠどもの成長をتͼ合える間が広がり、応ԉしてくださる方々に支えら
れて今日まで継ଓすることができました。
会を広げていまػԻ楽などに৮れる・ډおࣳ・ܶܗどもが生の人ࢠ、でܗどもܶは、「Ҭ公ԋ」というࢠ　
す。同͡時間に、同͡会で、人がԋ͡るものを観てௌいて、笑ったりٽいたり一ॹにײ動体ݧをすることはࢠ
どもの成長にܽかせないものです。Ҭ公ԋの本࣭を知って΄しいという目తで、ܶ団෩のࢠभのදの方を
টいて、公ԋでのࢠどもたちとの৺のަྲྀや、ࢠどもの実ଶについて話していただきました。そのײ動がそれぞ
れのҬで何ができるか考えるきっかけになり、また新しいޠが生まれていきます。
　これからも、ࢠどもがҭつ豊かなҬをるために、その課題をಡみ解き、࣍世を୲う人たちと対話しなが
ら、ڞにֶͼ、実践とײ動をڞ༗しަྲྀをଓけることでࢠどもܶのϛογϣンを継承していきたいと考えてい
ます。

　ଓ͢Δ�ͭͷϙΠϯτܧ　
ɹಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓɹࣗવΛѪ͢ΔձδϡχΞɾΞτυΞɾΫϥϒ
� ཧࣄɹᴡ౻ɹ࣏ɹ
　自વをѪする会は、40年前に野֎活動をझ味とする間で立ち上げたάルーϓです。現在のొ会員は3000
名を超え、自વとڞにҭち自વとڞに生きる「ڞҭ」・「ڞ生」を願いに、ొࢁやキϟンϓをϕースに会員相ޓの
親ກや社会ไ仕త活動・ྲྀަࡍࠃ事ۀをは͡め、様々な活動を行っています。̣̥̤法人自વをѪする会̟̤
̘は、その中の１つになります。活動30年を節目に、会が大きく成長し事ۀのछྨや対者の෯も広がったこ
とから、まず「੨少年健全ҭ成事ۀ୲当ҕ員会」を̣̥̤法人組織変ߋしたのが現在のܗです。14名の社会
人ཧ事による月１回のཧ事会と実働部ୂともいえる大ֶ生スタοϑによるि１回のྫ会を࣠に、ࢠどもୡを対
とした事ۀをओ࠵し、খ中ֶ校や̥̩̖・ࢠども会や֤団体の活動支ԉを行っています。
　本会が40年継ଓしているཧ༝は、大きく̏つ考えられます。１つ目は、දతな事ۀのاըがϢニーΫで、
ؔわった者がྂになっていることです。「参ۈප」とද現され、これまで多くのスタοϑや参加者がײછしてい
ます。ϓϩάϥϜ自体の持つັྗは全ࠃにも広がりをみせ、֤で私ڞを参考にした同様のె歩のཱྀが開࠵され
ており、やはりスタοϑや参加者がྂになっています。２つ目は、ิॿやॿ成を出དྷるだけ受けないようにして
いることです。֎部からのۚમత・࣭తな支ԉは༗難いのですが、それが無くなった時にはࠔりՌてることに
なりますので、受益者ෛ୲をݪଇとして運営を行っています。̏つ目は、大ֶのを超えたֶ生サーΫルత組織
を࡞り、एいֶ生ୡをओ体にΫϥϒ活動のような運営を行っていることです。ઌഐからの口コϛでଔۀ生とೖれ
ସわりで毎年20～30名の新ೖ生がスタοϑとしてొしてくれています。
　楽しいから、ෛ୲に͡ײないから、自分にϓϥスになるから、だからଓくのだと思います。

自主活動のいもほり
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ɹ҆શɾ҆৺ͷͨΊʹ� ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓɹ۽ຊࣗવڀݚࡂձɹɹɹ
� ཧࣄɹԂɹ๕ਓɹ
　ฏ成̐年に熊本ݝ内における自વࡂのݮ少を目ࢦして、ֶ・民・ڞ同の熊本自વڀݚࡂ会を立ち上げて
今年で22年です。その間に熊本ݝ内で大ࡂが発生すると、ڀݚ会でνーϜを組んでࡂௐࠪとݪҼڀ明、対
。ఏ言を行ってきました・ڀݚについてࡦ
　ۙ年は「ࡂ」から「ࡂݮ」ということで、ඃを少しでもܰݮすき方ࡦがٻめられています。また、熊
本ݝはࡂݮにܽかせない組織である「自ओࡂ組織」の組織が全ࠃฏۉを大きく下回っていることから、ݝが
ओ働తに֤市ொଜにݺͼֻけています。その۩体తな方ࡦとして、ࡂリーμーのҭ成と活༻をڍげてਪਐし始
めています。熊本市においても、ҬのݥةՕ所やආ難体制を見すために「Ҭ൛ハβーυϚοϓ࡞成手引
ॻ」を࡞成し、Ҭの自࣏会や自ओࡂΫϥϒでの「ҬのハβーυϚοϓ」の࡞成をݺͼֻけています。この
ように、ようやく熊本ݝ内においてもࡂݮ・ࡂの取り組みが加しています。その中でこのNPO法人熊本
自વڀݚࡂ会は20年の実を౿まえて、Ҭの安全・安৺のために、「ֶ」のڀݚスタοϑと「民」の経ݧ・
実践ྗ、「」の行ྗを͙ܨNPO法人として今後もその役割をՌたしていきたいと考えています。
　市民も、ࡂݮのためには気やࡂにؔするใをੵۃతにೖ手すきで、それらのใがあることをこのݚ
。会を௨して市民に周知して行くきだと考えていますڀ

　ͥ͠Μ�あͦɾ·ͳɾ͘ΒͿɹʙ��ͷઓ�ʙ
ಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓɹͥ͠Μɹあͦɾ·ͳɾ͘ΒͿɹɹ

� දཧࣄɹՃ౻ɹઍਘɹ
　ฏ成1�年に間とともに立ち上げた「しͥん　あそ・まな・くらぶ」は、ࢠどもから大人まであらゆる世
を対とし、自વや環境の大切さ・ૉらしさを伝え広めるために立ち上げたNPO法人です。今年は10周年を
迎えます。ここでは、࣍の10年に向けて継ଓ発లしていくためのݤとなる方を̏つհします。օさんの団
体の参考になればいです。
初は「気持ち」の話です。継ଓしてくると年ྸも上がり、かつてのもࣦわれてくることがあります。で࠷　
すから、一人ひとりが、いつまで活動するかʁを決めておくといいでしょう。毎年ϝンバーにそれを֬認してお
くと今年一年をॆ実させようという気持ちになるでしょう。࣍に「間」のことです。会社とはҧって必ずしも
経ࡁతな݁ͼつきだけではないのがNPOの特です。活動の対者、会員、ۚࢿఏڙ者、Ҭの人など、支え
てくれている人はօさん間です。間を大切にしていますかʁ一ॹにやりましょうとをかけていますかʁそ
ういう事を大切にしている団体は継ଓするのだと思います。࠷後は「ܭը」です。དྷ年のܭըをద当に決めてい
ませんかʁօでこうしよう、あーしようとϫイϫイ話し合っていますかʁདྷ年のܭըの話し合いに誰もདྷないよ
うでは活動をࢭめた方がいいでしょう。当法人でも͡っくり時間をかけて行います。
　なんだ、どれも当たり前のこと͡ゃないかと思われたかもしれませんが、当たり前のことができてこそ࣍のス
ςοϓがあると৴͡ています。

ɹ৫Δਓ͕いͯࢳ（ͯͨ）ܦ͖ͯ׆いΔ� /10๏ਓɹϧɾγΤϧ͘·ͱɹɹࣄہɹੴɹαϠΧɹ
　ฏ成22年̒月から「ए༿」では྾き織活動をଓけています。「のԸฦし」のお話にでてくるあのػ（はた）織りのػも2あり、毎回13
̼の経（たて）ࢳをுって織りଓけています。
の「োがࢠԋ会で出会った数人の親が݁ଋし、զがߨの「のஅと特ੑཧ解܈自ด、アスϖルΨーީػߴ」　
い」には生֔にる支ԉが必要だと考え、ฏ成20年に少ない人数ながらもNPO法人を設立しました。ػ織りにྫ
えるとこれが経ࢳ。法人にしたことで長く織りଓける֮ޛを決めました。織りにはҢ（よこ）ࢳが必要です。
　「ए༿」の活動に加えて、「ྉཧ会」「ษڧ会・相ஊ会」「バβー」「ߨԋ会」「ݚमバスཱྀ行」など様々な活動
がҢࢳになって、1年を࡞ܗります。前年度の活動・会ܭใࠂと新しい年度の活動ܭը・活動予ࢉを話し合う5月の
௨常૯会は、織りऴえて࣍の経ࢳをつな͙ۀ࡞にॏなってみえます。࣍に࡞るのイϝーδや、やってみたい事を
決めて、つな͙経ࢳを४උします。前のࢳとこれからのࢳを１本１本݁ͼます。前のより෯の広いを࡞りたい
時、経ࢳを૿やすことが出དྷます。ݮらすことも出དྷます。このۀ࡞をࡁませて新しい織りはスタートです。
　当初の活動よりもっとੵۃతな活動をするために、ฏ成24年、25年と定変ߋを行いました。母親だけだった活
動に親も加わり、「織る人」が૿えྗڧくなりました。ฏ成2�年度には「োࢱサービス事ۀ」を加えて活動
します。

「ネットいじめ」についての
ワークショップ

環境教育　火熾しのようす

平成24年7月九州北部豪雨
災害現地調査

研究発表会

。会を௨して市民に周知して行くきだと考えていますڀ

ςοϓがあると৴͡ています。環境教育　火熾しのようす

機織り機
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あいぽーとの１年間

あいぽーと来館者数 くまもと・わくわく基金
相談

ＮＰＯ法人の
設立・運営相談 ＮＰＯ法人設立数

ボランティア登録者 ボランティア団体登録

ボランティアや
市民活動の相談

印刷機利用者・
パソコン利用者

ボランティア活動や̣̥̤ใをٻΊ

る方やஂ体の打߹ͤ、イϕントなど

のࢀՃ者などฏ日、日のனをわ

ͣ、ଟくの方ʑがར༻しています。

くまもとɾわくわくۚجにدෟをした

いという方、ॿを受͚たいというஂ

体から༷ʑな૬ஊを受͚ています。

のೝがਐΉと૬ஊ݅もۚج、ޙࠓ

૿えることが༧されます。

熊本ࢢでは、ࡏݱ���の̣̥̤๏人

が活動しています。৽たなઃཱやス

λοフ、ۀࣄ、ۚࢿӡӦでのみなど

の૬ஊにܦ験๛な૬ஊһがରԠしま

す。

ྩࢦఆࢢのҠߦにともない、ฏ
�4݄̐からࢢ内の̣̥̤๏人の
ॴが熊本ࢢにมわり、あいΆーとで
は̣̥̤๏人のઃཱのたΊઆ໌ձの
かくࡉम、ઃཱのスλートからきΊݚ
支ԉしています。

登しているݸ人に、ʮあいΆーと௨

৴ʯなどを௨͡てボランティアใを

ఏڙしています。またボランティアݚ

मձなどで༷ʑなボランティア活動を

ってもらうػձをઃ͚ています。

登しているஂ体に、ʮあいΆーと௨

৴ʯなどを௨͡てボランティアใの

ൃ৴やఏڙをし、ަྲྀձや文化祭など

でࢢຽやஂ体ಉ࢜のަྲྀができるػձ

ͮくりをߦっています。

૬ஊ૭ޱに来ॴされた方、ి 話や̛̖ ̭、

ϝーϧでݸ人やஂ体、ۀاなどのボ

ランティア活動についてのお߹ͤや

ご૬ஊをいただいています。

ҹػでは、ձใやνラγなどのஂ体
のใ活動にར༻されています。

��ó���ਓ ���݅

�ó���݅ ��๏ਓʢԆ���๏ਓʣ

ਓç��ਓʢԆ���ਓʣݸ ஂମç��ஂମʢԆ���ஂମʣ

�ó���݅ ҹػʢ༗ྉʣ���ਓ

（平成2�年��月～平成25年�0月） 数
字
で
見
る

　
　
　
あ
い
ぽ
ー
と

数
字
で
見
る

　
　
　
あ
い
ぽ
ー
と

　
あ
い
ぽ
ー
と
で
は
、
様
々
な
市
民
公
益
活
動
を
行
っ

て
い
る
団
体
や
市
民
の
方
へ
、
活
動
に
関
す
る
打
ち

合
わ
せ
や
、
情
報
収
集
、
発
信
、
相
談
、
交
流
の
場

の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
い
ぽ
ー
と
の
一
年
間
を
数
字
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

料作などにࢿやࡧݕຽ活動ใのࢢ
ར༻されています。

ύιίϯɹ���ਓ
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　ී௨、「ϘϥンςΟア」とฉくと、あるイϝーδがුかぶと思い

ますが、それとは少しҧう、ڭҭؔのϘϥンςΟアの話です。

する్ڧする前やษڧҭの中での一൪難しい問題といえば、ษڭ　

中で、࠷ऴతにษڧしたことを、実ࡍにどう役立てることができる

かをཧ解しないと、ษڧする元気がでにくいことではないでしょう

かʁたとえば、言ޠをษڧするときには、「ҧうࠃで会話できるた

め」と૾することができますが、数ֶやཧֶの合には、役立

て方を前もって૾するのは、なかなか難しいことです。特に、数

ֶのษڧは、楽しいと思っているֶ生はۃめて少ないですから、数

ֶをษڧした後、数ֶをってできる仕事が楽しいなどと、誰も考

えることができません。

　このঢ়گをվળするために、私の;るさとのϞスΫϫでは、いく

つかのֶ校で、「数ֶڭҭϘϥンςΟア」が活༂しています。ීஈは、

大ֶと大ֶӃで、実ࡍに数ֶのڀݚをしている、大ֶӃ生とઌ生た

ちです。自分のษڧとڀݚのۭいているときに、ֶ校のतۀに参加したり、は、Ϋϥϒのܗで中ֶ生とߴ

校生たちに、数ֶの楽しさをڭえたり、自分のڀݚについて発දをしたりするのです。

　この活動に、ֶ校も大ֶも協ྗしていて、ࣨڭを無ྉでえるので、ڭえてもらうڙࢠたちも無ྉでڭえ

てもらうことができます。

　それではक़と同͡͡ゃないか、と思われるかもしれませんが、それはҧいます。क़はओにςストに合֨す

るためのษڧですが、ϞスΫϫの数ֶΫϥϒは、どのςストにもؔなく、数ֶの本当のい方やڀݚ方法

の意味をֶぶ（ڭえる）ところです。（ということは、ֶ校の数ֶのतۀには、役には立っていない、

ということです）

　この活動は、1��0年ࠒに始まったそ

うです。今も、私のଔۀしたߴ校での

数ֶのतۀは、ઌ生一人、ϘϥンςΟ

ア̏～̐人で行われています。

ロシアの教育ボランティア活動

15

ϦϨ
ーΤ
οη
Π

4FF�ZPV�-BUFS�h %BWJE�.BUUIFXT��4QFDJBM�+B[[�-JWFʱ
日࣌ɿ��14݄̍��日ʢʣ1����開場ɹ1����開ԋ
場ॴ �ݿΧフΣˑハϩー௨り
ʦ出ԋʧ
ɹσϏοドɾマγϡーζʢQGʣ
ɹ松Ӭ߶ʢ#ʣ
ɹηバスティアンɾΧプテインʢ%Sʣˎˎ

ɹトランスίンνωンλϧ%VPʢ༑出ԋʣ
ʦओ࠵ʧ大ொڠྲྀަࡍࠃձ

ίンαーτใ

ΠΰʔϧɾΰϧΨʔ
（大津ொ在ॅʥ

Τンδニア・トϥンスコンνωンタルç%VP
Ϊター୲当
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ＡＮＰＡＮ
ＭＡＮ！

　
さ
て
、
こ
の
シ
ネ
マ
対
談
も
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
は
「
平
成
狸
合
戦
ポ
ン
ポ
コ
」、
２
回
目
が
「
七

人
の
侍
」、３
回
目
が
「
最
強
の
二
人
」、そ
し
て
今
回
は
、

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」で
す
。
な
か
で
も
傑
作
、「
そ
れ
い
け
！

ア
ン
パ
ン
マ
ン
。
よ
み
が
え
れ
　
バ
ナ
ナ
島
」。

　
困
っ
て
い
る
人
に
は
自
分
の
体
を
ち
ぎ
っ
て
分
け
与

え
る
ん
で
す
か
ら
。「
こ
れ
食
べ
て
元
気
出
し
て
」
っ
て
。

こ
れ
以
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
確
か
に
。
こ
ん
な
こ
と
言
う
と
叱
ら
れ
そ
う
で
す
が
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
使
え
ま
せ
ん

か
ね
？
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
赤
十
字
の
バ
ッ
ジ
を
胸
に
付

け
て
、
自
分
の
頭
を
ち
ぎ
っ
た
パ
ン
の
カ
ケ
ラ
を
差
し

出
し
て
い
る
。
そ
の
図
柄
の
ポ
ス
タ
ー
に
、「
誰
か
が
喜

ぶ
顔
が
見
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
か
な
。」っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
献
血
は
や
っ
ぱ
り
マ
ズ
イ
か・・・
。で
も
、ド
キ
ン
ち
ゃ

ん
、
そ
う
言
う
あ
な
た
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
市
民

活
動
の
支
援
と
か
、
よ
く
続
け
ら
れ
る
よ
な
ぁ
と
思
っ

て
い
つ
も
見
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
動
力
は
何
で
す
か
。

　
自
分
の
頭
を
ち
ぎ
っ
た
跡
に
ア
ン
コ
が
見
え
て
い
る

絵
は
、
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
悪
い
け
ど
・
・
・
。

　
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
に

新
し
い
顔
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

で
も
っ
て
、
パ
ワ
ー
全
開
で
ア
ー
ン
パ
ー
ン
チ
っ
。
そ

れ
で
一
件
落
着
。

　
そ
の
「
思
い
」
と
い
う
の
が
な
か
な
か
厄
介
な
も
の

で
す
。
そ
れ
は
仕
事
の
楽
し
み
と
同
じ
意
味
だ
と
思
い

ま
す
が
、自
分
と
他
人
と
で
は
「
思
い
」
が
違
っ
て
い
て
、

誰
か
に
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
す
ね
。
で
も
、

結
局
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
人
は
常

に
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
ま
ち
づ
く
り
で
も
誰
か

新
し
い
人
が
出
て
き
て
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、

自
分
は
自
分
の
仕
事
を
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

　
実
際
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
と
い

う
役
割
は
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
現
実
の
社
会
で
は
、

ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
の
役
割
を
担
う
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

　
や
っ
ぱ
り
教
育
が
大
事
な
ん
で
す
よ
。

　
は
い
、
そ
う
い
う
こ
と
で
。・
・
・
バ
イ
バ
イ
キ
ー
ン
。

◆「
よ
み
が
え
れ
バ
ナ
ナ
島
（
じ
ま
）」
の
あ
ら
す
じ
◆

　
バ
ナ
ナ
が
実
る
南
国
の
バ
ナ
ナ
島
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
バ
ナ
ナ
祭
り
」
に
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
一
行
が
招
待
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
に
、
雪
オ
ニ
と
い
う
氷
の
怪
物
が
現
れ

て
島
中
の
バ
ナ
ナ
が
全
部
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
お
話
。

わ
が
ま
ま
で
意
地
っ
張
り
の
女
王
バ
ン
ナ
は
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
た
ち
に
助
け
て
も
ら
う
の
が
嫌
で
自
分
で
解
決

し
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
雪
オ
ニ
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
。
大
臣
の
ス
ッ
テ
ン
も
コ
ロ
リ
ン
も
島
民
も
島
か
ら

逃
げ
出
そ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
勇

気
と
元
気
を
も
ら
っ
た
女
王
バ
ン
ナ
が
、
み
ん
な
と
力

を
合
わ
せ
て
雪
オ
ニ
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
最
後

は
、
や
っ
ぱ
り
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ア
ン
パ
ン
チ
で
決
着

し
ま
す
。

◆
ア
ン
パ
ン
マ
ン
◆

　
や
な
せ
た
か
し
作
の
漫
画
。
１
９
８
８
年
１
０
月
、

ア
ニ
メ
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
放
送
が

ス
タ
ー
ト
。

　
２
０
１
３
年
は
２
５
周
年
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
数
は

２
２
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。

　「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
は
教
科
書
で
し
ょ
う
か
。
愛
と
勇

気
、
誰
か
の
た
め
に
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
。

そ
し
て
、
必
ず
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
の
よ
う
な
大
き
な
力

に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
確
信
。
親
と
か
学
校
と
か
社

会
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
観
て
喜
ぶ
も
の

で
す
が
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
に
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
で
、
今
回
の
対
談
の
結
論
と
し
て
は
、
や

は
り「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
人
格
者
」と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
昔
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
が
い
な
く
て
も
、
み
ん
な

が
同
じ
倫
理
観
や
価
値
観
を
共
有
し
て
い
て
、
家
と
か

親
と
か
、
世
間
み
た
い
な
も
の
が
介
在
し
て
、
安
定
的

に
次
の
世
代
に
同
じ
価
値
観
や
倫
理
観
を
継
承
し
て
い

た
と
思
う
の
で
す
。
た
ぶ
ん
戦
前
ま
で
、
そ
ん
な
感
じ

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
個
人

主
義
的
な
風
潮
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
ま
ち
づ

く
り
と
か
、
社
会
を
よ
く
し
て
い
く
と
か
、
そ
ん
な
こ

と
が
面
倒
く
さ
く
な
っ
た
よ
う
な
。
そ
れ
を
正
面
切
っ

て
口
に
す
る
の
は
テ
レ
く
さ
い
よ
う
な
。
そ
ん
な
気
持

ち
の
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
や
っ
ぱ
り
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
は
学
校
の
先
生
で
す

か
ね
。
大
学
も
含
め
て
。
や
っ
ぱ
り
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ

ん
は
学
校
の
先
生
で
す
か
ね
。
大
学
も
含
め
て
。

　
そ
れ
は
、
私
も
同
じ
思
い
で
す
ね
。
私
も
熊
本
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
や
が
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
技

術
や
知
識
、「
思
い
」
を
後
進
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
自
分
の
気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
な
い
と
、
今
の
ま
ま
の
仕
事
は
続
け
ら
れ
な
い
。

　
そ
こ
ま
で
言
う
と
子
ど
も
の
夢
が
・
・
・
。

　
確
か
に
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
新
し
い
顔
も
同
じ
で
す
ね
。
新
し
い
顔
に
換

え
た
途
端
に
ア
ン
パ
ン
チ
の
威
力
が
強
く
な
る
。「
誰
か

が
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
」な
ん
て
こ
と
も
、

そ
う
そ
う
言
い
続
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
気
持

ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
仕
掛
け
が
必
要
・
・
・
。

　
い
や
に
な
る
と
き
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

　「
七
人
の
侍
」
と
「
最
強
の
二
人
」
は
、
あ
れ
を
ネ
タ

に
市
民
活
動
に
つ
い
て
話
を
す
る
の
は
か
な
り
荷
が
重

か
っ
た
の
で
す
が
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
難
し
さ
は
別

次
元
で
す
ね
。
あ
い
ぽ
ー
と
の
バ
イ
キ
ン
マ
ン
こ
と
Ｈ

さ
ん
は
、
い
っ
た
い
何
を
思
っ
て
こ
の
映
画
を
選
ん
だ

の
で
し
ょ
う
？

　「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
っ
て
基
本
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ

イ
キ
ン
マ
ン
の
じ
ゃ
れ
あ
い
の
話
で
す
も
ん
ね
。
超
ソ

フ
ト
な
勧
善
懲
悪
も
の
。

　
そ
れ
が
分
か
り
や
す
く
て
、
そ
れ
以
上
に
話
が
広
が

ら
な
い
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
人
格
者
だ
っ
て
こ
と
で
一

件
落
着
。

　
人
格
者
で
す
か
？

　
い
や
、
そ
う
言
う
と
元
も
子
も
な
い
で
し
ょ
。
世
の

た
め
人
の
た
め
と
か
、勇
気
と
か
友
情
と
か
、正
義
と
か
、

明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
で
し
ょ
。

ま
る
で
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
。
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
は

二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
、
も

う
柱
や
梁
か
ら
小
さ
な
金
具
ま
で
、
お
社
の
す
べ
て
の

部
材
を
二
十
年
し
か
経
っ
て
な
い
の
に
全
部
造
り
替
え

る
の
で
す
。
正
確
に
言
う
と
敷
地
が
２
つ
並
ん
で
い
て
、

二
十
年
ご
と
に
隣
の
敷
地
に
そ
っ
く
り
同
じ
お
社
を
建

て
る
と
い
う
の
を
交
互
に
繰
り
返
す
の
で
す
。
そ
れ
を

千
何
百
年
も
続
け
て
い
て
、
だ
か
ら
、
建
築
技
術
も
お

伊
勢
さ
ん
の
霊
験
も
、
常
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
継
承

さ
れ
る
の
で
す
。
全
く
す
ご
い
仕
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ハ
ハ
ハ
。
分
か
り
ま
す
そ
の
気
持
ち
。
で
も
、
や
な

せ
た
か
し
さ
ん
は
天
才
で
す
ね
。
楽
し
く
仕
事
を
し
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
自
分
の
体
を
ち
ぎ
っ

て
人
に
与
え
た
り
、
顔
そ
の
も
の
を
取
り
換
え
ち
ゃ
う

な
ん
て
発
想
は
、
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
二
十
年
と
い
う
時
間

の
妙
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
も
自
分
で
会
社
を
興
し
て
今

の
よ
う
な
仕
事
を
始
め
て
だ
い
た
い
二
十
年
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
何
で
も
手
探
り
で
大
変
で
し
た
が
、
今
で

は
色
ん
な
こ
と
を
効
率
的
に
や
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
組
織
と
し
て
も
、
私
の
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
も
、
形
が
出
来
上
が
っ
て
安
定
す
る
の
に
二
十
年

か
か
る
。
同
時
に
、
遷
宮
の
よ
う
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や

代
替
わ
り
も
必
要
に
な
る
の
が
二
十
年
か
な
と
思
う
の

で
す
。

　
そ
う
で
す
ね
。
で
も
一
方
で
は
、
２
つ
の
大
震
災
を

契
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
か
絆
づ
く
り
と
か
が
前

面
に
出
て
き
た
で
し
ょ
う
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
世
界

で
は
、「
い
い
ね
」
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
瞬
時
に
共
感
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
多
く
の
支
援
を
集
め
る
こ

と
も
で
き
る
し
、
多
く
の
人
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
る
。

で
も
ま
た
一
方
で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
し
。
そ
う
な

ら
ば
、
誰
か
が
、
市
民
一
人
一
人
の
顔
を
新
し
い
の
に

取
り
替
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
そ
う
言
う
と
思
っ
た
。

　
そ
う
で
す
ね
・
・
・「
誰
か
が
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
。
た

だ
そ
れ
だ
け
か
な
。」（
笑
）

　
そ
れ
は
そ
う
な
ん
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
っ
て
の
は
、

当
事
者
で
あ
る
住
民
の
方
々
が
そ
の
気
に
な
っ
て
く
れ

な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。
で
も
、
な
か
な
か
そ
う
な

ら
な
く
て
悩
み
ま
す
。
自
分
は
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に

膨
大
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
事
例
を
調
べ
て
、
何
十
ペ
ー

ジ
も
の
計
画
書
を
書
く
の
か
っ
て
。
金
の
た
め
に
や
っ

て
い
る
だ
け
だ
ろ
う
か
っ
て
。

　
は
い
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
さ
ん
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
誰
か
が
喜
ぶ
顔
を

見
た
く
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

シネマ放談 第４回

シネマ放談 第４回

ＮＰＯの視点

「よみがえれバナナ島」

npo-4_p12-17cs6.indd   16 2014/01/10   15:02:40
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さ
て
、
こ
の
シ
ネ
マ
対
談
も
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
は
「
平
成
狸
合
戦
ポ
ン
ポ
コ
」、
２
回
目
が
「
七

人
の
侍
」、３
回
目
が
「
最
強
の
二
人
」、そ
し
て
今
回
は
、

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」で
す
。
な
か
で
も
傑
作
、「
そ
れ
い
け
！

ア
ン
パ
ン
マ
ン
。
よ
み
が
え
れ
　
バ
ナ
ナ
島
」。

　
困
っ
て
い
る
人
に
は
自
分
の
体
を
ち
ぎ
っ
て
分
け
与

え
る
ん
で
す
か
ら
。「
こ
れ
食
べ
て
元
気
出
し
て
」
っ
て
。

こ
れ
以
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
確
か
に
。
こ
ん
な
こ
と
言
う
と
叱
ら
れ
そ
う
で
す
が
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
使
え
ま
せ
ん

か
ね
？
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
赤
十
字
の
バ
ッ
ジ
を
胸
に
付

け
て
、
自
分
の
頭
を
ち
ぎ
っ
た
パ
ン
の
カ
ケ
ラ
を
差
し

出
し
て
い
る
。
そ
の
図
柄
の
ポ
ス
タ
ー
に
、「
誰
か
が
喜

ぶ
顔
が
見
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
か
な
。」っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
献
血
は
や
っ
ぱ
り
マ
ズ
イ
か・・・
。で
も
、ド
キ
ン
ち
ゃ

ん
、
そ
う
言
う
あ
な
た
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
市
民

活
動
の
支
援
と
か
、
よ
く
続
け
ら
れ
る
よ
な
ぁ
と
思
っ

て
い
つ
も
見
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
動
力
は
何
で
す
か
。

　
自
分
の
頭
を
ち
ぎ
っ
た
跡
に
ア
ン
コ
が
見
え
て
い
る

絵
は
、
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
悪
い
け
ど
・
・
・
。

　
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
に

新
し
い
顔
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

で
も
っ
て
、
パ
ワ
ー
全
開
で
ア
ー
ン
パ
ー
ン
チ
っ
。
そ

れ
で
一
件
落
着
。

　
そ
の
「
思
い
」
と
い
う
の
が
な
か
な
か
厄
介
な
も
の

で
す
。
そ
れ
は
仕
事
の
楽
し
み
と
同
じ
意
味
だ
と
思
い

ま
す
が
、自
分
と
他
人
と
で
は
「
思
い
」
が
違
っ
て
い
て
、

誰
か
に
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
す
ね
。
で
も
、

結
局
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
人
は
常

に
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
ま
ち
づ
く
り
で
も
誰
か

新
し
い
人
が
出
て
き
て
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、

自
分
は
自
分
の
仕
事
を
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

　
実
際
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
と
い

う
役
割
は
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
現
実
の
社
会
で
は
、

ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
の
役
割
を
担
う
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

　
や
っ
ぱ
り
教
育
が
大
事
な
ん
で
す
よ
。

　
は
い
、
そ
う
い
う
こ
と
で
。・
・
・
バ
イ
バ
イ
キ
ー
ン
。

◆「
よ
み
が
え
れ
バ
ナ
ナ
島
（
じ
ま
）」
の
あ
ら
す
じ
◆

　
バ
ナ
ナ
が
実
る
南
国
の
バ
ナ
ナ
島
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
バ
ナ
ナ
祭
り
」
に
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
一
行
が
招
待
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
に
、
雪
オ
ニ
と
い
う
氷
の
怪
物
が
現
れ

て
島
中
の
バ
ナ
ナ
が
全
部
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
お
話
。

わ
が
ま
ま
で
意
地
っ
張
り
の
女
王
バ
ン
ナ
は
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
た
ち
に
助
け
て
も
ら
う
の
が
嫌
で
自
分
で
解
決

し
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
雪
オ
ニ
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
。
大
臣
の
ス
ッ
テ
ン
も
コ
ロ
リ
ン
も
島
民
も
島
か
ら

逃
げ
出
そ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
勇

気
と
元
気
を
も
ら
っ
た
女
王
バ
ン
ナ
が
、
み
ん
な
と
力

を
合
わ
せ
て
雪
オ
ニ
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
最
後

は
、
や
っ
ぱ
り
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ア
ン
パ
ン
チ
で
決
着

し
ま
す
。

◆
ア
ン
パ
ン
マ
ン
◆

　
や
な
せ
た
か
し
作
の
漫
画
。
１
９
８
８
年
１
０
月
、

ア
ニ
メ
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
放
送
が

ス
タ
ー
ト
。

　
２
０
１
３
年
は
２
５
周
年
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
数
は

２
２
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。

　「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
は
教
科
書
で
し
ょ
う
か
。
愛
と
勇

気
、
誰
か
の
た
め
に
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
。

そ
し
て
、
必
ず
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
の
よ
う
な
大
き
な
力

に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
確
信
。
親
と
か
学
校
と
か
社

会
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
観
て
喜
ぶ
も
の

で
す
が
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
に
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
で
、
今
回
の
対
談
の
結
論
と
し
て
は
、
や

は
り「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
人
格
者
」と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
昔
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
が
い
な
く
て
も
、
み
ん
な

が
同
じ
倫
理
観
や
価
値
観
を
共
有
し
て
い
て
、
家
と
か

親
と
か
、
世
間
み
た
い
な
も
の
が
介
在
し
て
、
安
定
的

に
次
の
世
代
に
同
じ
価
値
観
や
倫
理
観
を
継
承
し
て
い

た
と
思
う
の
で
す
。
た
ぶ
ん
戦
前
ま
で
、
そ
ん
な
感
じ

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
個
人

主
義
的
な
風
潮
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
ま
ち
づ

く
り
と
か
、
社
会
を
よ
く
し
て
い
く
と
か
、
そ
ん
な
こ

と
が
面
倒
く
さ
く
な
っ
た
よ
う
な
。
そ
れ
を
正
面
切
っ

て
口
に
す
る
の
は
テ
レ
く
さ
い
よ
う
な
。
そ
ん
な
気
持

ち
の
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
や
っ
ぱ
り
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
は
学
校
の
先
生
で
す

か
ね
。
大
学
も
含
め
て
。
や
っ
ぱ
り
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ

ん
は
学
校
の
先
生
で
す
か
ね
。
大
学
も
含
め
て
。

　
そ
れ
は
、
私
も
同
じ
思
い
で
す
ね
。
私
も
熊
本
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
や
が
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
技

術
や
知
識
、「
思
い
」
を
後
進
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
自
分
の
気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
な
い
と
、
今
の
ま
ま
の
仕
事
は
続
け
ら
れ
な
い
。

　
そ
こ
ま
で
言
う
と
子
ど
も
の
夢
が
・
・
・
。

　
確
か
に
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
新
し
い
顔
も
同
じ
で
す
ね
。
新
し
い
顔
に
換

え
た
途
端
に
ア
ン
パ
ン
チ
の
威
力
が
強
く
な
る
。「
誰
か

が
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
」な
ん
て
こ
と
も
、

そ
う
そ
う
言
い
続
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
気
持

ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
仕
掛
け
が
必
要
・
・
・
。

　
い
や
に
な
る
と
き
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

　「
七
人
の
侍
」
と
「
最
強
の
二
人
」
は
、
あ
れ
を
ネ
タ

に
市
民
活
動
に
つ
い
て
話
を
す
る
の
は
か
な
り
荷
が
重

か
っ
た
の
で
す
が
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
難
し
さ
は
別

次
元
で
す
ね
。
あ
い
ぽ
ー
と
の
バ
イ
キ
ン
マ
ン
こ
と
Ｈ

さ
ん
は
、
い
っ
た
い
何
を
思
っ
て
こ
の
映
画
を
選
ん
だ

の
で
し
ょ
う
？

　「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
っ
て
基
本
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ

イ
キ
ン
マ
ン
の
じ
ゃ
れ
あ
い
の
話
で
す
も
ん
ね
。
超
ソ

フ
ト
な
勧
善
懲
悪
も
の
。

　
そ
れ
が
分
か
り
や
す
く
て
、
そ
れ
以
上
に
話
が
広
が

ら
な
い
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
人
格
者
だ
っ
て
こ
と
で
一

件
落
着
。

　
人
格
者
で
す
か
？

　
い
や
、
そ
う
言
う
と
元
も
子
も
な
い
で
し
ょ
。
世
の

た
め
人
の
た
め
と
か
、勇
気
と
か
友
情
と
か
、正
義
と
か
、

明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
で
し
ょ
。

ま
る
で
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
。
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
は

二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
、
も

う
柱
や
梁
か
ら
小
さ
な
金
具
ま
で
、
お
社
の
す
べ
て
の

部
材
を
二
十
年
し
か
経
っ
て
な
い
の
に
全
部
造
り
替
え

る
の
で
す
。
正
確
に
言
う
と
敷
地
が
２
つ
並
ん
で
い
て
、

二
十
年
ご
と
に
隣
の
敷
地
に
そ
っ
く
り
同
じ
お
社
を
建

て
る
と
い
う
の
を
交
互
に
繰
り
返
す
の
で
す
。
そ
れ
を

千
何
百
年
も
続
け
て
い
て
、
だ
か
ら
、
建
築
技
術
も
お

伊
勢
さ
ん
の
霊
験
も
、
常
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
継
承

さ
れ
る
の
で
す
。
全
く
す
ご
い
仕
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ハ
ハ
ハ
。
分
か
り
ま
す
そ
の
気
持
ち
。
で
も
、
や
な

せ
た
か
し
さ
ん
は
天
才
で
す
ね
。
楽
し
く
仕
事
を
し
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
自
分
の
体
を
ち
ぎ
っ

て
人
に
与
え
た
り
、
顔
そ
の
も
の
を
取
り
換
え
ち
ゃ
う

な
ん
て
発
想
は
、
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
二
十
年
と
い
う
時
間

の
妙
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
も
自
分
で
会
社
を
興
し
て
今

の
よ
う
な
仕
事
を
始
め
て
だ
い
た
い
二
十
年
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
何
で
も
手
探
り
で
大
変
で
し
た
が
、
今
で

は
色
ん
な
こ
と
を
効
率
的
に
や
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
組
織
と
し
て
も
、
私
の
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
も
、
形
が
出
来
上
が
っ
て
安
定
す
る
の
に
二
十
年

か
か
る
。
同
時
に
、
遷
宮
の
よ
う
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や

代
替
わ
り
も
必
要
に
な
る
の
が
二
十
年
か
な
と
思
う
の

で
す
。

　
そ
う
で
す
ね
。
で
も
一
方
で
は
、
２
つ
の
大
震
災
を

契
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
か
絆
づ
く
り
と
か
が
前

面
に
出
て
き
た
で
し
ょ
う
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
世
界

で
は
、「
い
い
ね
」
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
瞬
時
に
共
感
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
多
く
の
支
援
を
集
め
る
こ

と
も
で
き
る
し
、
多
く
の
人
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
る
。

で
も
ま
た
一
方
で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
し
。
そ
う
な

ら
ば
、
誰
か
が
、
市
民
一
人
一
人
の
顔
を
新
し
い
の
に

取
り
替
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
そ
う
言
う
と
思
っ
た
。

　
そ
う
で
す
ね
・
・
・「
誰
か
が
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
。
た

だ
そ
れ
だ
け
か
な
。」（
笑
）

　
そ
れ
は
そ
う
な
ん
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
っ
て
の
は
、

当
事
者
で
あ
る
住
民
の
方
々
が
そ
の
気
に
な
っ
て
く
れ

な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。
で
も
、
な
か
な
か
そ
う
な

ら
な
く
て
悩
み
ま
す
。
自
分
は
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に

膨
大
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
事
例
を
調
べ
て
、
何
十
ペ
ー

ジ
も
の
計
画
書
を
書
く
の
か
っ
て
。
金
の
た
め
に
や
っ

て
い
る
だ
け
だ
ろ
う
か
っ
て
。

　
は
い
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
さ
ん
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
誰
か
が
喜
ぶ
顔
を

見
た
く
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

シネマ放談 第４回

シネマ放談 第４回

ＮＰＯの視点

「よみがえれバナナ島」

ＡＮＰＡＮ
ＭＡＮ！

　
さ
て
、
こ
の
シ
ネ
マ
対
談
も
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
は
「
平
成
狸
合
戦
ポ
ン
ポ
コ
」、
２
回
目
が
「
七

人
の
侍
」、３
回
目
が
「
最
強
の
二
人
」、そ
し
て
今
回
は
、

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」で
す
。
な
か
で
も
傑
作
、「
そ
れ
い
け
！

ア
ン
パ
ン
マ
ン
。
よ
み
が
え
れ
　
バ
ナ
ナ
島
」。

　
困
っ
て
い
る
人
に
は
自
分
の
体
を
ち
ぎ
っ
て
分
け
与

え
る
ん
で
す
か
ら
。「
こ
れ
食
べ
て
元
気
出
し
て
」
っ
て
。

こ
れ
以
上
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
確
か
に
。
こ
ん
な
こ
と
言
う
と
叱
ら
れ
そ
う
で
す
が
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
使
え
ま
せ
ん

か
ね
？
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
赤
十
字
の
バ
ッ
ジ
を
胸
に
付

け
て
、
自
分
の
頭
を
ち
ぎ
っ
た
パ
ン
の
カ
ケ
ラ
を
差
し

出
し
て
い
る
。
そ
の
図
柄
の
ポ
ス
タ
ー
に
、「
誰
か
が
喜

ぶ
顔
が
見
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
か
な
。」っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
献
血
は
や
っ
ぱ
り
マ
ズ
イ
か・・・
。で
も
、ド
キ
ン
ち
ゃ

ん
、
そ
う
言
う
あ
な
た
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
市
民

活
動
の
支
援
と
か
、
よ
く
続
け
ら
れ
る
よ
な
ぁ
と
思
っ

て
い
つ
も
見
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
動
力
は
何
で
す
か
。

　
自
分
の
頭
を
ち
ぎ
っ
た
跡
に
ア
ン
コ
が
見
え
て
い
る

絵
は
、
ち
ょ
っ
と
気
持
ち
悪
い
け
ど
・
・
・
。

　
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
に

新
し
い
顔
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
ね
。

で
も
っ
て
、
パ
ワ
ー
全
開
で
ア
ー
ン
パ
ー
ン
チ
っ
。
そ

れ
で
一
件
落
着
。

　
そ
の
「
思
い
」
と
い
う
の
が
な
か
な
か
厄
介
な
も
の

で
す
。
そ
れ
は
仕
事
の
楽
し
み
と
同
じ
意
味
だ
と
思
い

ま
す
が
、自
分
と
他
人
と
で
は
「
思
い
」
が
違
っ
て
い
て
、

誰
か
に
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
す
ね
。
で
も
、

結
局
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
人
は
常

に
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
ま
ち
づ
く
り
で
も
誰
か

新
し
い
人
が
出
て
き
て
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、

自
分
は
自
分
の
仕
事
を
す
れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

　
実
際
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
と
い

う
役
割
は
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
。
現
実
の
社
会
で
は
、

ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
の
役
割
を
担
う
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。

　
や
っ
ぱ
り
教
育
が
大
事
な
ん
で
す
よ
。

　
は
い
、
そ
う
い
う
こ
と
で
。・
・
・
バ
イ
バ
イ
キ
ー
ン
。

◆「
よ
み
が
え
れ
バ
ナ
ナ
島
（
じ
ま
）」
の
あ
ら
す
じ
◆

　
バ
ナ
ナ
が
実
る
南
国
の
バ
ナ
ナ
島
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
バ
ナ
ナ
祭
り
」
に
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
一
行
が
招
待
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
に
、
雪
オ
ニ
と
い
う
氷
の
怪
物
が
現
れ

て
島
中
の
バ
ナ
ナ
が
全
部
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
お
話
。

わ
が
ま
ま
で
意
地
っ
張
り
の
女
王
バ
ン
ナ
は
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
た
ち
に
助
け
て
も
ら
う
の
が
嫌
で
自
分
で
解
決

し
よ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
雪
オ
ニ
に
は
か
な
い
ま
せ

ん
。
大
臣
の
ス
ッ
テ
ン
も
コ
ロ
リ
ン
も
島
民
も
島
か
ら

逃
げ
出
そ
う
と
す
る
の
で
す
が
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
勇

気
と
元
気
を
も
ら
っ
た
女
王
バ
ン
ナ
が
、
み
ん
な
と
力

を
合
わ
せ
て
雪
オ
ニ
に
向
か
っ
て
い
く
。
そ
し
て
最
後

は
、
や
っ
ぱ
り
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
ア
ン
パ
ン
チ
で
決
着

し
ま
す
。

◆
ア
ン
パ
ン
マ
ン
◆

　
や
な
せ
た
か
し
作
の
漫
画
。
１
９
８
８
年
１
０
月
、

ア
ニ
メ
「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
放
送
が

ス
タ
ー
ト
。

　
２
０
１
３
年
は
２
５
周
年
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
数
は

２
２
０
０
を
超
え
て
い
ま
す
。

　「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
は
教
科
書
で
し
ょ
う
か
。
愛
と
勇

気
、
誰
か
の
た
め
に
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
る
。

そ
し
て
、
必
ず
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
の
よ
う
な
大
き
な
力

に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
確
信
。
親
と
か
学
校
と
か
社

会
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

　
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が
観
て
喜
ぶ
も
の

で
す
が
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
に
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。
で
、
今
回
の
対
談
の
結
論
と
し
て
は
、
や

は
り「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
人
格
者
」と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
昔
は
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
が
い
な
く
て
も
、
み
ん
な

が
同
じ
倫
理
観
や
価
値
観
を
共
有
し
て
い
て
、
家
と
か

親
と
か
、
世
間
み
た
い
な
も
の
が
介
在
し
て
、
安
定
的

に
次
の
世
代
に
同
じ
価
値
観
や
倫
理
観
を
継
承
し
て
い

た
と
思
う
の
で
す
。
た
ぶ
ん
戦
前
ま
で
、
そ
ん
な
感
じ

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
個
人

主
義
的
な
風
潮
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
か
ま
ち
づ

く
り
と
か
、
社
会
を
よ
く
し
て
い
く
と
か
、
そ
ん
な
こ

と
が
面
倒
く
さ
く
な
っ
た
よ
う
な
。
そ
れ
を
正
面
切
っ

て
口
に
す
る
の
は
テ
レ
く
さ
い
よ
う
な
。
そ
ん
な
気
持

ち
の
人
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
や
っ
ぱ
り
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
は
学
校
の
先
生
で
す

か
ね
。
大
学
も
含
め
て
。
や
っ
ぱ
り
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ

ん
は
学
校
の
先
生
で
す
か
ね
。
大
学
も
含
め
て
。

　
そ
れ
は
、
私
も
同
じ
思
い
で
す
ね
。
私
も
熊
本
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
や
が
て
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
技

術
や
知
識
、「
思
い
」
を
後
進
に
伝
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
自
分
の
気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
な
い
と
、
今
の
ま
ま
の
仕
事
は
続
け
ら
れ
な
い
。

　
そ
こ
ま
で
言
う
と
子
ど
も
の
夢
が
・
・
・
。

　
確
か
に
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
る
ア
ン
パ

ン
マ
ン
の
新
し
い
顔
も
同
じ
で
す
ね
。
新
し
い
顔
に
換

え
た
途
端
に
ア
ン
パ
ン
チ
の
威
力
が
強
く
な
る
。「
誰
か

が
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
。
た
だ
そ
れ
だ
け
」な
ん
て
こ
と
も
、

そ
う
そ
う
言
い
続
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
気
持

ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
仕
掛
け
が
必
要
・
・
・
。

　
い
や
に
な
る
と
き
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

　「
七
人
の
侍
」
と
「
最
強
の
二
人
」
は
、
あ
れ
を
ネ
タ

に
市
民
活
動
に
つ
い
て
話
を
す
る
の
は
か
な
り
荷
が
重

か
っ
た
の
で
す
が
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
難
し
さ
は
別

次
元
で
す
ね
。
あ
い
ぽ
ー
と
の
バ
イ
キ
ン
マ
ン
こ
と
Ｈ

さ
ん
は
、
い
っ
た
い
何
を
思
っ
て
こ
の
映
画
を
選
ん
だ

の
で
し
ょ
う
？

　「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
っ
て
基
本
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
バ

イ
キ
ン
マ
ン
の
じ
ゃ
れ
あ
い
の
話
で
す
も
ん
ね
。
超
ソ

フ
ト
な
勧
善
懲
悪
も
の
。

　
そ
れ
が
分
か
り
や
す
く
て
、
そ
れ
以
上
に
話
が
広
が

ら
な
い
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
人
格
者
だ
っ
て
こ
と
で
一

件
落
着
。

　
人
格
者
で
す
か
？

　
い
や
、
そ
う
言
う
と
元
も
子
も
な
い
で
し
ょ
。
世
の

た
め
人
の
た
め
と
か
、勇
気
と
か
友
情
と
か
、正
義
と
か
、

明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
る
で
し
ょ
。

ま
る
で
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
。
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
は

二
十
年
に
一
度
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
こ
そ
、
も

う
柱
や
梁
か
ら
小
さ
な
金
具
ま
で
、
お
社
の
す
べ
て
の

部
材
を
二
十
年
し
か
経
っ
て
な
い
の
に
全
部
造
り
替
え

る
の
で
す
。
正
確
に
言
う
と
敷
地
が
２
つ
並
ん
で
い
て
、

二
十
年
ご
と
に
隣
の
敷
地
に
そ
っ
く
り
同
じ
お
社
を
建

て
る
と
い
う
の
を
交
互
に
繰
り
返
す
の
で
す
。
そ
れ
を

千
何
百
年
も
続
け
て
い
て
、
だ
か
ら
、
建
築
技
術
も
お

伊
勢
さ
ん
の
霊
験
も
、
常
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
継
承

さ
れ
る
の
で
す
。
全
く
す
ご
い
仕
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ハ
ハ
ハ
。
分
か
り
ま
す
そ
の
気
持
ち
。
で
も
、
や
な

せ
た
か
し
さ
ん
は
天
才
で
す
ね
。
楽
し
く
仕
事
を
し
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
自
分
の
体
を
ち
ぎ
っ

て
人
に
与
え
た
り
、
顔
そ
の
も
の
を
取
り
換
え
ち
ゃ
う

な
ん
て
発
想
は
、
ど
こ
か
ら
出
て
き
た
ん
で
し
ょ
う
。

　
ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
で
も
、
二
十
年
と
い
う
時
間

の
妙
が
あ
り
ま
す
ね
。
私
も
自
分
で
会
社
を
興
し
て
今

の
よ
う
な
仕
事
を
始
め
て
だ
い
た
い
二
十
年
に
な
り
ま

す
。
最
初
は
何
で
も
手
探
り
で
大
変
で
し
た
が
、
今
で

は
色
ん
な
こ
と
を
効
率
的
に
や
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
組
織
と
し
て
も
、
私
の
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

し
て
も
、
形
が
出
来
上
が
っ
て
安
定
す
る
の
に
二
十
年

か
か
る
。
同
時
に
、
遷
宮
の
よ
う
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や

代
替
わ
り
も
必
要
に
な
る
の
が
二
十
年
か
な
と
思
う
の

で
す
。

　
そ
う
で
す
ね
。
で
も
一
方
で
は
、
２
つ
の
大
震
災
を

契
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
か
絆
づ
く
り
と
か
が
前

面
に
出
て
き
た
で
し
ょ
う
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
世
界

で
は
、「
い
い
ね
」
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
瞬
時
に
共
感
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
多
く
の
支
援
を
集
め
る
こ

と
も
で
き
る
し
、
多
く
の
人
を
動
か
す
こ
と
も
で
き
る
。

で
も
ま
た
一
方
で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
し
。
そ
う
な

ら
ば
、
誰
か
が
、
市
民
一
人
一
人
の
顔
を
新
し
い
の
に

取
り
替
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
そ
う
言
う
と
思
っ
た
。

　
そ
う
で
す
ね
・
・
・「
誰
か
が
喜
ぶ
顔
が
見
た
い
。
た

だ
そ
れ
だ
け
か
な
。」（
笑
）

　
そ
れ
は
そ
う
な
ん
で
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
っ
て
の
は
、

当
事
者
で
あ
る
住
民
の
方
々
が
そ
の
気
に
な
っ
て
く
れ

な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す
よ
。
で
も
、
な
か
な
か
そ
う
な

ら
な
く
て
悩
み
ま
す
。
自
分
は
い
っ
た
い
誰
の
た
め
に

膨
大
な
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
事
例
を
調
べ
て
、
何
十
ペ
ー

ジ
も
の
計
画
書
を
書
く
の
か
っ
て
。
金
の
た
め
に
や
っ

て
い
る
だ
け
だ
ろ
う
か
っ
て
。

　
は
い
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
さ
ん
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
っ
ぱ
り
誰
か
が
喜
ぶ
顔
を

見
た
く
て
や
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

シネマ放談 第４回

シネマ放談 第４回

ＮＰＯの視点

「よみがえれバナナ島」
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˙ॿΛड͚Δʹʁ
　熊本市内で活動しているϘϥンςΟア団体、̣̥̤法人、Ҭ団体、その他市民活動を行っている団体であれば、所
定の申ॻྨをఏ出することでొができます。ొ後、ॿ成を申すると、ۚج運営ҕ員会で৹ࠪのうえ、ॿ成が決
定することになります。

˙ॿʹͲΜͳछྨ͕͋Δͷʁ
　ॿ成のछྨは、「分野ࢦ定ॿ成」「団体応ԉॿ成」「スタートアοϓॿ成」の̏छྨがあります。
ᶃࢦఆॿ
　　活動分野をࢦ定したدෟがあった合に、その分野で活動する団体に対して行われるॿ成です。活動分野は、下ද
にࣔす̒分野で、ॿ成ֹは、̑ສԁ～100ສԁをݶ度ֹとし、ॿ成は、事ۀඅの̏分の２を上ݶとします。また、
このॿ成を継ଓして受けることができるのは、̏ϲ年度となっています。

ᶄஂମԠԉॿ
　　団体応ԉدෟでࢦ定された団体のॿ成です。ॿ成ֹは、団体のدෟ相当ֹに࠷大20ສԁを加ࢉしたֹをݶ度
ֹとし、ॿ成は、事ۀඅの3分の２を上ݶとします。

ᶅελʔτΞοϓॿ
　　このۚجの特と言えるॿ成で、活動を始めて̏年未ຬの団体やάルーϓを対としています。活動を始めて間も
ない団体は、実がないため、ॿ成ۚを受けることが難しい合が多いことから、このスタートアοϓॿ成は、大変
අの10割ิॿ（10ʗ10）です。ॿ成は、同一団体にۀとし、事ݶいやすいと思います。ॿ成は、10ສԁを上
対し、ݪଇ１回（1ϲ年度）となります。

｢くまもと・わくわく基金｣からのお知らせ
（熊本市市民公益活動支援基金）

　平成26年度の募集は１月17日で締め
切ります。3月末に、平成26年度の助
成事業を決める「公開プレゼンテーショ
ン」を開催します ！！
　この「くまもと・わくわく基金」
に興味・関心をお持ちの方。ぜひ、
　お越しください。

活動分野の種類
①保健、医療又は福祉の増進を図る活動
②環境の保全を図る活動
③生涯学習・子どもの健全育成を図る活動
④文化、芸術、スポーツ、国際協力の振興を図る活動
⑤まちづくりや地域安全の推進を図る活動
⑥その他（①～⑤に含まれない活動）

「くまもと・わくわく基金」について

˖ελʔτΞοϓॿۀࣄˍஂମԠԉॿۀࣄ˖
　　ॿ成対事ۀに必要と認められるతな経අのうち、団体において߃常తにޏ༻しているඃ༻者（役員をؚΉ）
に対して支出した「人件費（役員報酬は除く）」、「報償費」及び「旅費」がॿ成対経අとなりました。ただし、これ
らの支出߲目の૯ֹは、助成金総額の1/2を超えない額とします。

˖ࢦఆॿۀࣄ˖
　　これまでは、ॿ成申のࡍに、બできる分野を１つにݶ定していたために、زつかの分野を合わせたܗで活動され
ている団体さんが、申ॻྨを࡞成されるࡍ、h 自分の団体は、どの分野で申をఏ出すればいいのかな͊ʱとわれ
たり、事ۀ内容がどんなに༏れたものであっても、݁Ռ、࠾されない。ॿ成予ࢉが余るということもありました。そ
こで、集まったدෟۚを༗ޮに活༻し、より多くの事ۀにॿ成ができるようにするために、下هの内容変ߋしました。
˻վਖ਼前˼　ॿ成申時にબできるر分野は、１つだけでした。

　　˻վਖ਼後˼　申する事ۀ内容が、ෳ数の分野に֘当するとஅした合は、複数の分野に申請が可能になります。
ॿ成の対になるのは、下දにࡌܝされている「活動分野のछྨ（�分野）」に֘当する事ۀ内容です！

平成26年度は「くまもと・わくわく基金」の制度が一部変わります
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「くまもと・わくわく基金」へのご協力に感謝し、心より御礼申し上げます。
　熊本市民のօさま、法人・団体のօさまからごدෟをいただき、ฏ成25年12月2�日現在、そのدෟֹは、
4�1��52ԁとなっております。ご協ྗにްくྱޚ申し上げます。
　今߸では、ฏ成25年�月1�日からฏ成25年12月2�日の間にごدෟいただきましたօさまँײの意をࠐめ、Ҏ
下にご芳名をࡌܝさせていただきます。
　օさまのさらなるご支ԉとご協ྗをࣀりますよう৺よりお願い申し上げます。

ご　๕　໊ ෟֹد

本ç༃久�様ݪ �20000ԁ　　　

一ൠ社団法人ç熊本ۀ࢈ݝഇغ協会ç会長　大野ç༽ҳ�様 �5�000ԁ　　　

�様ڡçݪ式会社çサンϫイーςοΫçද取締役　松ג 200000ԁ　　　

༗ݶ会社çΦー・Τスऩ集センターçද取締役　野ݪçᚸ�様 ご要により非公ද
3分ػෟۚ付自動ൢചد

式会社çύスート24çද取締役　ଠ田ç康ོ�様ג �4��1ԁ　　　
2�分ػෟۚ付自動ൢചد

熊本新明גۀ࢈式会社çද取締役　Ԯݪç�様 ご要により非公ද
3分ػෟۚ付自動ൢചد

熊本大同੨Ռג式会社çද取締役　月田çٻਔܟ�様 ご要により非公ද
14分ػෟۚ付自動ൢചد

༗ݶ会社çੴᠳçද取締役　内ଜçݑ�様 ご要により非公ද
1分ػෟۚ付自動ൢചد

৯�様ٶ式会社çג ご要により非公ද
2分ػෟۚ付自動ൢചد

ଠ田ࠇçඒಸࢠ�様 50000ԁ　　　

田çಁ�様 ご要により非公ද

ᖒç֯ॆ�様ށ ご要により非公ද

田ç縁�様 ご要により非公ද

ଠ田ç૱ࢠ�様 ご要により非公ද

ʲࡌܝをرされなかった方ʳ10名

「くまもと・わくわくۚج」のدෟをされる合、まず「دෟ申出ॻ」にごهೖいただき、熊本市市民協働課に
ごఏ出ください。その後、振ࠐ方法をご࿈བྷさせていただきます。
000はありませんが、2ݶෟֹには制دԁҎ上ですと、方公ڞ団体に対するدෟとして「;るさと納੫」ѻいと
なり、੫制上の༏۰ॲஔを受けることができます。
。みやお問合せ、ご不明なは、お気ܰにあいぽーとまでご࿈བྷくださいࠐෟの申د

熊本市市民活動支援センター・あいぽーと　5&L0�6－366－0�6�
ホームページ　Ittp���XXX.kumamoto�aiport�kumamoto_XakuXaku�

ͷํ͑ߟෟΛ͓د
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おしゃべりノート

子どもたちに夢と感動を育む
童話活動を！　「熊日童話会」
　昭和28年６月26日、熊本地方は未曽有の大水害に見舞われま
した。大人は排土作業や後片づけ等に追われ、悲惨な状況下に
あった子ども達に「心のやすらぎと童話の素晴しさを伝えたい」
との大願で立ち上がりました。（熊日童話会創立はその年の８月）
　当初、県下の教師、童話愛好家、一般の人等約200名で構成され、今年で創立61年。
　「子ども達に豊かな感性や創造力、集中力を培う」と童話活動を続けています。

ಈ༰：派遣童話　月例童話会・口演教室　創作教室（毎年　講演会５月・秋の童話まつり11月）׆˙
　　　　　　現在61年の長い実績と歴史の重みを心して「いつでも何処へでも無料でおはなしにまいります」

を合言葉に、会員一同、子どもたちに夢を運び続けております。

■ओͳ׆ಈॴ：ウェルパルくまもと１階　あいぽーと、熊本県下の保育園、幼稚園、小学校、学童保育、
　　　　　　　　老健施設など。

■͓͍߹Θͤ：月例童話会：096－343－4547（担当：坂本）
　　　　　　　　派遣童話会：096－329－8254（担当：田野）

あいぽーと仲間の1週間

schedule
11月18日（月）

11月19日（火）

11月20日（水）
� ～22日（金）
11月23日（土）
11月24日（日）

「秋の童話まつり」の当日に発表する「すずらんのかね」の内容をチェック！　練習

「まるで小学校の学芸会
のおけいこみたい。久し
ぶりに子どもにかえれて
面白い」みんな必死でそ
れぞれのキャラクターに
なりきって練習に励みま
した。

各自練習
最終確認。会場設営
いよいよ当日！「第61回
秋の童話まつり」には、
約90人の来場者で盛り上がりました。この日は熊本市童話コンクールで特選の３人がお
話を披露し、可愛らしい手ぶりを交えて、情緒豊かに口演してくれました。会員２名も
熱演。
「すずらんのかね」の劇発表もみんなで練習の成果もあって来場者の方からたくさんの拍
手をいただきました。

これからも、子ども達に童話のすばらしさを伝え続けていきます。
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ＮＰＯ法人はじめの一歩（3）
ɹਃॻྨ（Ҋ）Λ࡞ͨ͠Βɺઃཱ૯ձΛ։͖·͠ΐ͏ɻઃཱ૯ձͰ֬ೝͨ͠ॻྨΛ۽ຊࢢʹఏ
ग़͠·͢ɻઃཱޙʹʮҧͬͨʯͱい͏͜ͱʹͳΒͳいΑ͏ʹɺ͔ͬ͠Γͱօ͞ΜͰॻྨΛ֬ೝͯ͠
ͩ͘͞いɻ

ઃཱ૯ձͰؾΛ͚ͭΔ͜ͱ

ਃॻ͕Ͱ͖ͨΒ
所轄ி設立認証申ॻྨをఏ出します。ॻྨは、ܗ式上の不උがなければ受ཧされ
ます。ただし1回で受ཧされることは難しく、௨常、3～4回所轄ிにを運ばなけれ
ばなりません。

ৄ͘͠ɺ͍͋Άʔͱ/10๏ਓ૬ஊ૭ޱ
ɹɹɹɹ5&-����-���-����·Ͱ

/10๏ਓઃཱઆ໌ձͷ͓Βͤ
　あいぽーとでは、NPO法人設立を考えている方
を対に、ॻྨ࡞成の方法のઆ明会を開࠵します。

˙日時　2月25日（Ր）1�ɿ00～20ɿ30

˙所　熊本市市民活動支ԉセンター
　　　　あいぽーと会ٞ・セϛφーࣨ　
　　　　　˞お申しࠐみは、ひごまるコール
　　　　　　5&-̌̒̕ʵ̏̏̐ʵ１̑̌̌まで

設立૯会でਖ਼会員を集め、࡞成したॻྨをすて見てもらい「この
内容で所轄ிにఏ出」することの承を得ましょう。ͦͷ̍

設立૯会では、ਖ਼式にཧ事・事をબします。
બされたཧ事・事は「ब承ٴͼ約ॻ」を設立ද者にఏ出します。ͦͷ̎

「この団体はྗ団などのؔ団体ではありません」という֬認も設立
૯会で行います。ͦͷ̏

ελʔτʂ

ΰʔϧʂʂ
ɹɹ͜Ε͔Β͕
ɹɹ׆ಈͷຊ൪̇

ΰʔϧʂʂ

๏ਓԽͷ
ཁ݅Λ
Έͨͨ͠Β

ਃॻҊ
Λ࡞
͠Α͏

ॎཡ
̎ϲ݄ ೝূ

ઃཱ
هొ

ઃཱ૯ձ
ͷ։࠵

ਃॻΛ
あいΆʔͱ
ʹఏग़

熊本市に受ཧされると２ϲ
月間、一ൠの人にॎཡされ
ます。
ॎཡがऴྃ後、所轄ிによ
る৹ࠪが行われます。

所轄ிにॻྨを受ཧされてか
らݪଇとして２ϲ月Ҏ上̐ϲ
月Ҏ内に認証ຢは不認証が決
定されます。

設立総会から
� 縦覧に入るまで
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あいぽーと文化祭
ʙࠃ࿈ɹʠੜ໋ͷਫʡɹ࠷༏लडه೦ɹʓ͘ʓ͘ͷྠɹ͘·ͱʙ
　12月̔日（日）に「あいぽーと文Խࡇ」が開࠵されました。今年で̑回目を迎える文Խࡇは、あいぽーとにొ
している団体が中৺となって実行ҕ員を立ち上げ開࠵しており、市民活動団体が日ࠒの活動を市民の方々に知って
いただくوॏなػ会となりました。
　今回は1�団体が、文Խ・環境・ࢱ・৯の̐つの分野で、ύωルలࣔ、体ݧϒース、スςーδύϑΥーϚンスな
ど様々なϓϩάϥϜを௨して活動を൸࿐し、大人からࢠどもまで�15名の参加者で一日中笑顔あ;れる時間となり
ました。

˙Φʔϓχϯά
ひごまるくんと節水ちゃん、さきもりころう君の登場で来場
者は大喜び。子どもたちによるダンスで賑やかに文化祭の幕
が開きました。

˙จԽ
ハワイアンバンドや南京玉すだれの楽しいパフォーマンスも
あり、観客が体験できるなど、日頃の活動に触れていただき
ました。

ڥ˙
廃材を使ってミニ門松つくりや、松ぼっくりでクリスマスツ
リー制作などの体験ができ材料が足りなくなるほど好評ブー
スでした。

˙ࢱ
手話ダンスやトランポリンや押し花しおり作りやスポーツ吹
矢などを日頃出来ない体験ができ、大人から子どもまで大い
に賑わいました。

˙৯
そば打ち体験や熊本県産を使った野菜スープやみさを大豆の
お菓子など大人気でした。

˙ϘϥϯςΟΞ͞Μ
受付や駐車場整理、館内案内など14名のボランティアさん
が裏方として支えてくれました。
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住　所　：　熊本市中央区大江５丁目１－１ウェルパルくまもと１階
電　話　：　０９６－３６６－０１６８
MA I L　：　aiport_kumamoto_city@joy.ocn.ne.jp
開館時間：　午前８時30分～午後９時
休館日　：　毎月第２木曜および年末年始
アクセス：　電車・バス「交通局前」、市道（産業道路）バス「森都病院前」

センター主催のイベントや講座、ボランティアの募集、わくわく基金等
に関する詳しい情報は、ホームページをご覧ください。

http://www.kumamoto-aiport.com

編集後記

Editor’s　Note
2014年１月号

eyes（あいず）
１月号　2014年1月10日発行

★発行所
熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
〒862-0971
熊本県熊本市中央区大江5丁目1－1
ウェルパルくまもと１階
TEL：096－366－0168

★印刷所
シモダ印刷株式会社

本誌掲載記事の無断転載を禁じます
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　下の娘もどうにか成人式を迎えました。誰に似たのかアル
コールが好きなようで、冷蔵庫の中には見慣れぬ酎ハイやリ
キュールばかり。嬉しいやら不安やら・・・
　ご挨拶が遅れましたが、10月より岡部前
センター長からバトンを受けました。樋口と
申します。今後もみなさんの期待に常に応え
られるよう、臨んでまいります。

　「今年の干支は「午年」。「馬には乗ってみよ、人に添ってみよ」
ということわざがあります。何事にもやる前にあれこれ考えるなと
いう意味らしいです。今年はこれを念において「実践を大切にした
い」年にしたいです！（しらいし）

　縁側での日向ぼっこが似合う季節になりました。
　こころも身体も温まって、豊かな気持ちになります。人に対する
親切さも大切ですが、陽の暖かな寛容さをお受けすることも必要だ
と思います。
　他人を非難しあうことが多い昨今ですが、無条件に温まる環境を
享受したいものです。（松本克彦）

　あけましておめでとうございます。本年は私、後厄でございます。
「後厄は焦るな！」と家族から言われましたので、余裕をもって過
ごしたいと思います。（きよ）

　２年目の春　おりおりに毎月逢える笑顔に　名前出てこぬもどかしさ
　今年もよろしく（みどりちゃんです）

　ぶつぶつと言いながら「あいぽーと」にお世話になって１年。未
だ可もない不測の身なれど「新たな公益」には興味津々です。今年
は新たな一歩になる様に努めたいと思います。（松田芳文）

　今年は佐賀で同窓会が開かれる。久し振りに参加者全員で母校を
訪問予定。会員は15名。昨年は10名参加。今年は何名参加できる
だろうか。私も健康に注意して過ごし、同窓生の元気な姿を見たい
と思う。（橋本大輔）

　あけましておめでとうございます。年末年始もいつもどおり忙しく
過ごされた方もいらっしゃるかと思いますが、デイサービスをやって
いる私の知人もこの時期は職員が手薄になるので、かえっていつもよ
り忙しいのだと話していました。そして、新年もあっという間に仕事
始めになりました。気を引き締めて、今年もどうぞよろしくお願いい
たします。
　今回は「活動継承」と「市民協働」の特集です。NPO法施行後約15
年が経過し、熊本市所轄の認証数も300件を超えるなど、様々な分野に
おいてその取組みを広げ着実に社会に定着してきています。しかし、
法人を運営していく上で、設立当初の思いと現在のニーズが変わって
きたり、組織の役割とNPO法人の制度や仕組みが上手く継承されてい
ない団体さんも少なくありません。団体さんの内部に潜在する「継承」
や「伝える」といった課題を解決しなければなりませんね。（景）

2014年もよろしくお願い致します。

　午年ですね。早く走ることができない私。
今年も周りをゆっくり観ながら、自分なりに
納得し、楽しんでいけたらと思ってま～す。
（ひょうどう）

　明けましておめでとうございます。早いも
ので、eyes の発行も4冊目になり、あっと
いう間に、2年が経ちました ！！
　相変わらずだけど、仕事に押しつぶされな
いように、気を付けて・・・。今年もよろし
くお願いいたします。（川元）
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事業報告書「計算書類作成」セミナー　～小規模法人向けエクセル等を使って学ぼう！～
　ＮＰＯ法人に義務付けられている「事業報告書」の様式を通して事業報告書の書き方や、日頃から準
備していただく内容をレクチャーし、さらに深く会計基準を学んでいただくために、ＮＰＯ法人会計基
準専門委員を招いてセミナーを開催します。
■日時：平成26年１月30日（木）午後２時～午後５時
■場所：ウェルパルくまもと１階　熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
■対象：ＮＰＯ法人、事業報告書に興味のある方

「ＮＰＯ法人設立説明会」
　ＮＰＯ法人化を考えている任意団体や個人の方を対象に、法人設立の基礎的な知識や認証申請の際の
書類作成についての説明会を開催します。
■日時：平成26年２月25日（火）午後６時～午後８時30分
■場所：ウェルパルくまもと１階　熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
■対象：ＮＰＯ法人設立を考えている団体や個人

「わくわくＤａｙ！」
　「くまもと・わくわく基金」に関する相談会を開催しています。
・「くまもと・わくわく基金」って何？　・団体の運営費について知りたい！
・報告書や申請書って、どのように書けばいいのかな。
■日時：毎月９日　午後２時～午後６時
　　　　※だたし、９日が休館日にあたる場合は実施しません。
■場所：ウェルパルくまもと１階　熊本市市民活動支援センター・あいぽーと

あいぽーと Information

お申込みや詳細についてのお問合せは下記までご連絡ください。

熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
TEL　096－366－0168　FAX　096－366－8830

「助成金セミナー」
　助成金獲得に向け「助成金とはそもそも何なのか？」という基礎をはじめ、その種類や目的、団体が
日々行うべき情報収集方法などに関して入門的な内容になっています。助成金申請に必要な知識を得る
第一歩にしてみませんか？
■日時：平成26年２月６日（木）午後２時30分～午後５時
■場所：熊本市市民活動支援センター・あいぽーと
■対象：ボランティア団体・ＮＰＯ法人など（主にはじめて助成金を申請する団体）
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